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『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第

輯
29

二
〇
一
五
年
十
二
月

市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』「
蘭
亭
記
」
翻
刻
・
語
注

林

美

江

は
じ
め
に

今
回
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
の
釈
笑
雲
撰
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』

の
巻
四
記
類
に
あ
る
王
羲
之
「
蘭
亭
記
」
の
部
分
を
翻
刻
し
、
語
注
を

ま
と
め
た
。
本
書
は
「
天
正
十
六
年
に
上
洛
し
た
直
江
兼
続
が
南
化
玄

興
か
ら
借
受
け
、
複
数
で
書
写
し
た
も
の
」
で
あ
る
（
市
立
米
沢
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
書
誌
情
報
に
よ
る*1

）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
時
の
抄
物
に
非
常
に
近
い
状
態
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
い
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
本
書
は
、
笑
雲
清
三
が
こ
れ
ま
で
の

抄
物
を
ま
と
め
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
古
文
真
宝
後
集
』
の
抄
物

で
は
笑
雲
清
三
系
統
の
も
の
が
多
く
広
ま
っ
て
い
る
。

今
回
は
抄
物
の
後
半
の
み
の
掲
載
で
あ
る
。
前
半
部
分
は
、
王
羲
之

に
関
す
る
内
容
を
他
の
書
物
か
ら
引
用
し
て
お
り
、
後
半
部
分
は
、
「
蘭

亭
記
」
本
文
の
語
句
に
関
す
る
注
釈
が
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

取
り
上
げ
た
範
囲
も
狭
く
、
至
ら
な
い
部
分
も
多
い
か
と
思
う
が
、
今

後
の
研
究
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
凡
例
】

・
底
本
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
（
釈

笑
雲

撰
『
古
文
真
宝
後

集
抄
』
十
巻
（
一
五
八
八
年

写
、
請
求
番
号
：
米
沢
善
本
一
三
九
、

http://www.library.yonezawa.yamagata.jp/dg/AA139.html


*2

芳
賀
幸
四
郎

著
『
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』
第
二
篇

中
世
禅
林
の
文
学

第
二
章

大
陸
文
学
の
鑑
賞
と
研
究

（
三
）
宋
代
の
詩

文
―
附
、
古
文
真
宝
及
び
三
体
詩
―
（
『
芳
賀
幸
四
郎
歴
史
論
集
』
三
（
一
九
八
一
年
、
思
文
閣
出
版
））
を
参
照
し
た
。
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管
理
番
号
：A

A
139001

）
）
の
も
の
を
使
用
し
た
。

・
王
羲
之
の
「
羲
」
字
は
底
本
で
「
義
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い

が
、
意
味
を
「
王
羲
之
」
と
取
り
や
す
く
す
る
た
め
、
断
り
な
く
「
羲
」

に
改
め
た
。

・
【
翻
刻
】
に
お
い
て
は
、
見
や
す
さ
を
重
視
し
た
た
め
底
本
通
り
の
改

行
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

・
【
書
き
下
し
】
で
は
、
底
本
通
り
の
区
切
り
で
は
な
く
、
意
味
が
わ
か

り
や
す
い
と
こ
ろ
で
区
切
る
こ
と
に
し
、
底
本
で
は
カ
タ
カ
ナ
の
部
分

も
平
仮
名
に
し
た
。

・
「
乄
」
・
「
ヿ
」
の
記
号
は
【
書
き
下
し
】
で
は
「
し
て
」
・
「
こ
と
」

と
表
記
し
た
。

・
カ
タ
カ
ナ
で
フ
リ
ガ
ナ
が
表
記
し
て
あ
る
も
の
は
、【
書
き
下
し
】
に

お
い
て
次
の
例
の
よ
う
に
し
た
。

（
例
）
→
察
（
ミ
タ
）

・
【
翻
刻
】
に
お
い
て
は
、
極
力
、
底
本
の
テ
キ
ス
ト
の
文
字
通
り
に
表

記
し
よ
う
と
努
め
た
が
、
く
ず
し
て
あ
る
文
字
の
中
に
は
表
記
で
き
な

い
も
の
も
あ
っ
た
た
め
、
『
全
訳

漢
辞
海
』
（
二
〇
一
一
年
三
版
、
三

省
堂
）
に
あ
る
親
字
・
旧
字
体
に
て
代
わ
り
に
表
記
し
た
。

・
【
語
釈
・
補
足
】
に
お
い
て
、
「
○
」
以
下
は
典
拠
関
連
の
内
容
を
、

「
▼
」
以
下
は
底
本
に
し
た
テ
キ
ス
ト
の
文
字
に
関
連
す
る
内
容
を
、

「
・
」
以
下
は
語
釈
と
し
、
記
号
に
よ
っ
て
区
別
し
た
。

・
今
回
の
書
き
下
し
に
お
い
て
は
、
笑
雲
和
尚
〔
述
〕
久
保
得
二

校

訂
『
古
文
真
宝

後
集
抄
』（
『
漢
文
叢
書
』
第
十
二
冊
（
一
九
一
四
年
、

博
文
館
）
）
を
参
考
に
し
た
。
『
漢
文
叢
書
』
の
底
本
は
解
題
に
お
い
て

「
家
蔵
本
に
據
り
」
と
し
て
い
る
。
底
本
の
違
い
か
ら
、
文
字
や
読
点

の
切
り
方
な
ど
が
「
米
沢
本
」
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

・
【
翻
刻
】
に
「
松
云
」
「
湖
云
」
「
一
抄
云
」
「
梅
云
」
と
あ
る
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
禅
僧
の
こ
と
を
指
し
て
い
る*2

。

松
→
青
松
和
尚
＝
桂
林
徳
昌
／
湖
→
簑
庵
和
尚
＝
信
鏡
湖
月
／
一
抄
→

一
元
演
禅
師
／
梅
→
号

梅
花
無
尽
＝
万
里
集
九

・
抄
物
の
本
文
に
付
さ
れ
て
い
る
朱
書
き
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
以
下

の
よ
う
に
区
別
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
～
⑥
に
わ
け
て
補
足

の
説
明
を
し
て
お
く
。
（
文
字
を
□
で
示
す
。）
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①
「
□
□
□
―
□
□
―
」
「
□
□
」
→
「
蘭
亭
記
」
の
本
文
の
言
葉
を
示

す
。「
―
」
は
本
文
が
省
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

②
「
□
云
」
「
□
□
」
→
人
物
を
指
す
場
合
に
引
か
れ
て
い
る
。

③
「
□
□
□
」
→
書
名
を
指
す
場
合
に
引
か
れ
て
い
る
。

④
「
□
□
」
→
主
に
地
名
、
国
名
、
固
有
名
詞
に
引
か
れ
て
い
る
が
、

他
に
も
注
目
す
べ
き
部
分
に
適
宜
引
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

⑤
「
□
□
□
□
」
→
底
本
に
お
い
て
は
、
各
々
の
文
字
に
つ
い
て
朱
点

が
付
し
て
あ
る
部
分
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
注
目
す
べ
き
言
葉
に
適
宜

引
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
、
視
覚
的
に
傍
線
と
の
違
い
が

わ
か
る
よ
う
に
太
い
点
線
に
て
表
記
し
た
。

⑥
「
□
□
」
→
元
号
を
指
す
場
合
に
引
か
れ
て
い
る
。

【
翻
刻

１
】

題
注

此
篇
｀
叙
景
―
綽
有
―

「
松
云
且
叙
景
感
懐
綽
有
佳
致
法
度
之
文
耳

「
松
私
云
、
、
題
注
之
末
｀
加
之
欤
｀

【
書
き
下
し
】

題
注

此
篇
｀
叙
景
―
綽
有
―

「
松
云
ふ
、

且
つ
景
を
叙
べ
感
懐
す

綽
と
し
て
佳
致
た
る
法
度
の
文

有
る
の
み

「
松
私
云
ふ
、
題
注
の
末
に
之
を
加
ふ
る
か
。

【
語
釈
・
補
足
】

▼
米
沢
本
で
は
、
「
蘭
亭
記
」
本
文
と
同
様
に
し
て
「
題
注
」
の
一
部
し
か
載
せ

て
い
な
い
。
こ
の
「
題
注
」
を
、
参
考
の
た
め
に
載
せ
て
お
く
。

○
題
注
―
「
此
篇
叙
景
感
懐
、
綽
有
佳
致
、
遯
斎
閑
覧
云
、
王
右
軍
蘭
亭
記
、
其

文
甚
麗
、
但
天
朗
氣
清
、
春
言
秋
景
、
愚
謂
當
時
天
色
晴
朗
、
非
陰
晦
之
象
、
而

山
陰
林
下
之
氣
清
而
爽
者
、
決
非
謂
清
秋
也
」

※
京
都
大
学
電
子
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
を
参
照
→
『
古
文
真
宝
後
集
』
（
宋
）

黄
堅

編
（
元
）
林
以
正
、
五
山
版
、
谷
村
文
庫
、
請
求
番
号
：4-20/

コ/1

貴

重
、
書
誌U

R
L

：http://m
.kulib.kyoto-u.ac.jp/w

ebopac/RB00010408

・
佳
致
―
よ
い
お
も
む
き

【
翻
刻

２
】

綽
「
梅
云
、
歯
灼
切
｀
寛
也
｀
緩
也
｀

http://m.kulib.kyoto-u.ac.jp/webopac/RB00010408
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「
一
抄
云
、
綽
ト
云
ハ
｀
物
ノ
｀
餘
リ
｀
ア
ル
ヲ
云
ソ
｀

【
書
き
下
し
】

綽
「
梅
云
ふ
、
「
歯
灼
の
切
。
寛
な
り
、
緩
な
り
」
と
。

「
一
抄
云
ふ
、
綽
と
云
ふ
は
、
物
の
餘
り
あ
る
を
云
ふ
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
歯
灼
切
｀
寛
也
｀
緩
也
」
―
『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
二
十
八

入
声
十

薬

韻

「
綽
」
字
の
注

【
翻
刻

３
】

「
遯
斉
―

―

「
松
云
、
余
季
父
開
中
謂

「
松
私
云
閑
囈
云
之
下
｀
加
之
欤
｀

【
書
き
下
し
】

「
遯
斉
―

―

「
松
云
ふ
、
余
の
季
父

虚
中
に
し
て
謂
ふ

「
松
私
云
ふ
、
『
閑
覧
』
云
の
下
に
之
を
加
ふ
る
か
。

【
語
釈
・
補
足
】

・
季
父
―
末
の
叔
父
（
父
の
末
弟
）

・
虚
中
―
心
を
一
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る

・
『
閑
覧
』
―
（
宋
）
范
正
敏
『
遯
斎
閑
覧
』
の
略
。

【
翻
刻

４
】

祖
天
朗
―

「
梅
云
祖
字
｀
或
云
祖
字
、
可
也
｀
祖
述
之
義
也
｀

「
湖
云
天
朗
―
ノ
句
｀
秋
ノ
句
ソ
ト
云
義
テ
｀
選

、
不
入
ソ
｀
秋
ノ

ニ

句
テ
ハ
｀
ナ
イ
ソ
｀
「
絲
竹
―
モ
｀
重
複
テ
ハ
｀
ナ
イ
ソ
ト
評
ス
ル
ソ

｀
祓
ハ､

見
塚
紙
｀
「
蘭
蛎

后

挽

天
章
寺
ソ
古
徳
佛
涅
槃
上
雲
云

ハ

ニ

二

｀
昭
陵
暮
雨
暗
｀
云
々
｀

【
書
き
下
し
】

祖
天
朗
―

「
梅
云
ふ
、
祖
の
字
。
或
い
は
云
ふ
、
祖
の
字

可
な
り
。
祖
述
の
義
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な
り
。

「
湖
云
ふ
、
天
朗
―
の
句
は
秋
の
句
ぞ
と
云
ふ
義
で
、『
選
』
に
入
れ
ざ

る
ぞ
。
秋
の
句
で
は
な
い
ぞ
。「
絲
竹
―
も
重
複
で
は
な
い
ぞ
と
評
す
る

ぞ
。
祓
は
別
紙
に
見
ゆ
。
「
蘭
亭
は
后
に
天
章
寺
と
為
る
ぞ
。
古
徳

佛

涅
槃
し
て
上
雲

云
ふ
、
昭
陵

暮
れ
に
雨
ふ
り
て
暗
し
云
々
。

【
語
釈
・
補
足
】

▼
「
梅
云
祖
字
」
―
【
翻
刻

１
】
で
参
照
し
た
『
古
文
真
宝
後
集
』
（
京
都
大

学
電
子
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
）
で
は
「
但
天
朗
氣
清
」
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、

テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
文
字
の
異
同
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

「
祖
」
の
字
と
な
っ
て
い
て
も
問
題
は
な
い
と
説
明
す
る
た
め
に
書
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

・
『
選
』
―
『
文
選
』
を
指
す
。

○
湖
云
「
祓
ハ､

見
塚
紙
」
―
湖
月
信
鏡
は
、
別
の
抄
物
を
見
て
こ
の
よ
う
に
書

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
翻
刻

８
】
の
「
松
云
」
に
「
祓
」
の
字
に
関
す
る
詳

し
い
注
が
見
え
る
。

・
天
章
寺
―
『
錦
繍
萬
花
谷
』
後
集

巻
二
十
四
「
亭
」
の
「
蘭
亭
」
に
は
「
紹

興
会
稽
山

即
今
天
章
寺

羲
之
作
蘭
亭
記

会
于
会
稽
山
陰
之
蘭
亭
修
禊
事

也
」
と
あ
り
、
こ
こ
を
参
照
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
【
翻
刻

】
の
「
湖
云
」

13

に
も
天
章
寺
の
語
が
見
え
る
。

・
古
徳
―
古
の
諸
佛
諸
祖
、
古
の
徳
の
高
い
人

・
佛
涅
槃
―
釈
迦
の
滅
度
（
悟
り
を
開
い
て
生
死
に
対
す
る
心
の
苦
し
み
を
滅
ぼ

し
、
迷
い
の
海
を
越
え
る
こ
と
）

・
昭
陵
―
唐
の
太
宗
の
墓
。
か
つ
て
太
宗
は
「
蘭
亭
集
序
」
を
自
身
の
墓
に
入
れ

さ
せ
た
と
い
う
。

【
翻
刻

５
】

「
松
云
、
、
上
巳
按
周
礼
、
女
巫
掌
模
時
｀
以
祓
除
病
｀
杆
者
｀
潔
也
｀

故
漁
水
上
｀
盥
潔
之
也
｀
巳

者
祉
也
｀
邪
疾
巳
去
｀
祈

介
祉
也
福

ハ

二

｀
也
「
應
劭
鎗
俗
通

「
松
云
、
沈
約
宋
書
魏
巳
後
｀
但
用

三
日

、
不

復
用

巳

也

二

一

二

タ

レ

一

｀【
書
き
下
し
】

「
松
云
ふ
、
上
巳
「
『
周
礼
』
を
按
ず
る
に
、
女
巫

歳
時
を
掌
り
、
祓

を
以
て
病
を
除
く
。
禊
は
潔
な
り
。
故
に
水
上
に
於
ひ
て
之
を
盥
潔
す

る
な
り
。
巳
は
祉
な
り
。
邪
疾

已
に
去
り
、
介
祉
を
祈
る
な
り
。
福
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な
り
。「
應
劭
『
風
俗
通
』
」
と
。

「
松
云
ふ
、
「
沈
約
『
宋
書
』
魏

已
後
、
但
だ
三
日
を
用
ひ
て
復
た
巳

を
用
ひ
ざ
る
な
り
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
按
周
礼
、
女
巫
掌
模
時
～
不

復
用

巳

也
」

二

タ

レ

一

―
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
前
集

巻
八

天
時
部

上
巳

群
書
要
語

・
盥
潔
―
洗
っ
て
け
が
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る

・
祉
―
福
、
さ
い
わ
い

※
介
祉
―
大
き
な
福

【
翻
刻

６
】

「
松
云
上

巳
（*

１
）
産

女
「
後
繍
有

郭
虞

者
、
三
月
上

巳

ノ

レ

二

一

ノ

産

二
女

｀
一
日
中
並

不

育
｀
至
日
諱

之
｀
皆
漁

東
流

ニ

二

一

テ

レ

レ

二

水
上

｀
挽

祈
禳

｀
自
潔
濯
｀
臣
昭

曰

｀
郭
虞
之
個
良
挽

一

二

一

ノ

ク

二

開
誕

｀
假
有

庶
氏

｀
旬
蒻
失

其
二
女

｀
亦
何
舁

驚
｀
彼

一

二

一

二

一

レ

鎗
俗
挽
世
忌
乎
｀

※
（*

１
）
右
に
何
か
印
あ
り

【
書
き
下
し
】

「
松
云
ふ
、
上
の
巳
に
女
を
産
む
「
後
漢
に
郭
虞
と
い
ふ
者

有
り
。

三
月

上
の
巳
に
二
女
を
産
む
も
、
一
日
中

並
び
て
育
た
ず
、
至
日

に
之
を
諱
む
。
皆

東
流
の
水
上
に
於
ひ
て
祈
禳
を
為
し
、
自
ら
潔
濯

す
。
臣

昭
の
曰
は
く
「
郭
虞
の
説

良
に
虚
誕
と
為
す
。
假
に
庶
氏

に
有
り
て
、
旬
間
に
其
の
二
女
を
失
ふ
も
、
亦
た
何
ぞ
驚
く
に
足
ら
ん

や
。
彼
の
風
俗

世
の
忌
み
と
為
ら
ん
か
」
と
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
後
繍
有

郭
虞

者
、
～
彼
鎗
俗
挽
世
忌
乎
」

二

一

―
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
前
集

巻
八

天
時
部

上
巳

「
上
巳
産
女
」

・
祈
禳
―
い
の
り
は
ら
う
こ
と

・
良
―
ま
こ
と
に
・
実
に

【
翻
刻

７
】

「
松
云
、
曲
水
流
甄
晋
武
帝
舘
尚
書
郎
摯
虞
曰
、
三
水

日
其
義
何
指
、

ノ

荅
曰
｀
繍
章
帝
時
平
原

徐
肇
以

三
月
初

生

三
女

｀
至

三

ノ

二

一

二

ヲ
一

二
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日

俱
亡

｀
一
村
以
挽

怪
（*

１
）
｀
乃
相

携
之

水
濵

盥
─

一

フ

ス
レ

二

ヲ

ニ
一

（*
２
）
洗
｀
遂

囙

水
以

汎
─（*

３
）
觴

｀
曲
水
之
義
祓

漁

ニ

セ
テレ

二

ヲ
一

二

此

｀
帝
曰
、
背
如
所
淡
｀
便
非

好
㕝

｀
尚
書
郎
束
晢
曰
、
仲
治

一

二

一

小

生

不
舁

以
知

此
｀
臣
請

個

（*

４
）
其
始

、
昔
周

ノ

二

一

レ

レ

二

ヲ
一

公
城

洛
邑

｀
囙

流
水

以
汎

酒

｀
故
逸
詩
云
｀
羽
甄
随
流

ウ
カ
フ

二

一

二

一

レ

ヲ

｀
又
秦
昭
王
以

三
日

口

酒

河
曲

｀
見

金
人
奉

（*

５
）

二

一

二

ヲ

ニ
一

ル
三

二

水
心
之
剱

｀
曰
｀
慢

君
制

有

西
夏

｀
乃

覇

諸
侯

｀

ニ
一

二

一

テ
二

一

チ

二

ニ
一

囙
此
立

挽

曲
水

｀
帝
大
挩
｀
「
束
晢
傳

テ

二

一

※
（*

１
）「
ヿ
」
と
送
り
仮
名
あ
り

（*

２
）
右
に
「
ク
ワ
ン
」
、

左
に
「
ウ
ツ
ハ
■
」
と
フ
リ
ガ
ナ
あ
り

※
■
―
判
読
不
能

（*

３
）
右
に
「
ハ
ン
」、
左
に
「
ウ
カ
フ
」
と
フ
リ
ガ
ナ
あ
り

（*

４
）「
ヿ
ヲ
」
と
送
り
仮
名
あ
り

（*

５
）「
ヿ
ヲ
」
と
送
り
仮
名
あ
り

【
書
き
下
し
】

「
松
云
ふ
、
曲
水
流
觴

「
晋
の
武
帝

尚
書
郎

摯
虞
に
問
ひ
て
曰

は
く
「
三
水
の
日

其
の
義

何
を
か
指
す
」
と
。
答
へ
て
曰
は
く
「
漢

の
章
帝
の
時

平
原
の
徐
肇

三
月
の
初
め
を
以
て
三
女
を
生
む
。
三

日
に
至
り
て
俱
に
亡
ふ
。
一
村

以
て
怪
し
き
こ
と
と
為
す
。
乃
ち
之

を
水
濱
に
相
ひ
携
へ
て
盥
（
ク
ワ
ン
・
ウ
ツ
ハ
■
）
を
洗
す
。
遂
に
水

に
因
せ
て
汎
（
ハ
ン
・
ウ
カ
フ
）
觴
を
以
て
す
。
曲
水
の
義

此
れ
よ

り
起
こ
る
」
と
。
帝
曰
は
く
「
若
し
談
ず
る
所
の
如
く
な
れ
ば
、
便
ち

好
事
に
非
ず
」
と
。
尚
書
郎

束
晢
曰
は
く
「
仲
治
は
小
生
に
し
て
以

て
此
れ
を
知
る
に
足
ら
ず
。
臣

其
の
始
ま
り
を
説
か
ん
こ
と
を
請
ふ
。

昔

周
公

洛
邑
に
城
し
、
流
水
に
因
り
て
以
て
酒
を
汎
（
ウ
カ
フ
）

ぶ
。
故
に
逸
詩
に
云
ふ
「
羽
觴

流
れ
に
随
ふ
」
と
。
又

秦
の
昭
王

三
日
を
以
て
酒
を
河
曲
に
置
く
。
金
人

水
心
の
剣
を
奉
ず
る
こ
と

を
見
る
。
曰
は
く
「
君
を
し
て
制
せ
し
め
西
夏
を
有
し
て
、
乃
ち
諸
侯

に
覇
た
ら
し
む
」
と
。
此
に
因
り
て
立
ち
て
曲
水
を
為
す
」
と
。
帝

大
い
に
悦
ぶ
。
「
束
晢
傳
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
晋
武
帝
舘
～
帝
大
挩
｀
「
束
晢
傳
」

―
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
前
集

巻
八

天
時
部

上
巳

「
曲
水
流
觴
」

▼
■
―
判
読
不
能

▼
「
背
如
所
淡
」
―
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
に
よ
り
「
背
如
所
談
」
で
あ
る
と
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考
え
る
。

▼
「
仲
治
小

生

不
舁

以
知

此
」
―
「
仲
治
は
小
生
に
し
て
以
て
此
れ

ノ

二

一

レ

を
知
る
に
足
ら
ず
」
の
方
が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

▼
「
帝
大
挩
」
―
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
に
よ
り
「
帝
大
悦
」
と
す
る
。

▼
「
奉

水
心
之
剱

」
―
「
ニ
」
と
送
り
仮
名
が
あ
る
が
、
文
脈
よ
り
「
水
心

二

ニ
一

の
剣
を
奉
ず
る
」
の
方
が
よ
い
と
考
え
る
。

【
翻
刻

８
】

「
松
云
祓
孚
物
切
｀
除

災
求

福
也
｀
又
方
吠
切
｀
福
也
曽
會
云
個

レ

レ

文
除

藪

祭
也
、
徐
曰
｀
按
祓
之
挽

言
拂

也
｀
廣
匀
除

災

ノ
レ

ヲ

二

一

レ

求

福
｀
又
絜
也
｀
又
除
也
｀

レ

【
書
き
下
し
】

「
松
云
ふ
、
祓

孚
物
の
切
。
災
ひ
を
除
き
福
を
求
む
る
な
り
。
又

方
吠
の
切
、
福
な
り
。
『
韻
會
』
に
云
ふ
「
『
説
文
』
悪
を
除
く
の
祭

な
り
。
徐
曰
は
く
、
按
ず
る
に
祓
の
言
を
為
す
や
拂
な
り
。
『
廣
韻
』

災
ひ
を
除
き
福
を
求
む
。
又

絜
な
り
、
又

除
な
り
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
個
文
～
又
除
也
」
―
『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
二
十
六

入
声
五

物
韻

「
祓
」

字
の
注

▼
「
祓
之
挽

言
拂

也
」
―
こ
こ
は
「
祓
の
言
を
為
す
や
拂
な
り
」
と
し
た
方

二

一

が
よ
い
と
考
え
る
。

・
絜
―
清
い

【
翻
刻

９
】

「
○
永
和
―
模
在
―

「
一
抄
云
、
模
｀
蒼
竜
星

｀
癸
丑
宿

｀
ヤ
ト
ル
｀
心
テ
｀
模
ソ
模

セ
イ

カ

ニ

ト
｀
讀
ハ
藪
ソ
｀

「
湖
云
、
永
和
時
ハ
和
字
ハ
平
爐
ソ
｀
模
ハ
、
蒼
竜
星
也
｀
模
在
―

―
、

ト
云
ハ
日
本
ニ
、
竜
集
癸
丑
ト
｀
カ
ク
心
ソ
｀
竜

星
、
癸
丑

年

、

ノ

ノ

ニ

入
ル
ト
｀
云
心
｀
模
ハ
、
星
ノ
名
ト
、
可

見
ソ

レ

「
梅
云
、
永
和
九
年
癸
丑
、
即
日
本
人
皇
十
七
代
｀
仁
徳
天
王
即
位
四

十
一
年
癸
丑
也

【
書
き
下
し
】
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「
○
永
和
―
歳
在
―

「
一
抄
云
ふ
、
歳
、
蒼
竜
星
が
癸
丑
の
宿
に
や
ど
る
心
で
、
歳
（
セ
イ
）

ぞ
。
歳
と
讀
む
は
悪
ぞ
。

「
湖
云
ふ
、
永
和
の
時
は
和
の
字
は
平
声
ぞ
。
歳
は
、
蒼
竜
星
な
り
。

歳
在
―

―
と
云
ふ
は
、
日
本
に
、
竜

癸
丑
に
集
ふ
と
か
く
心
ぞ
。
竜

の
星
、
癸
丑
の
年
に
入
る
と
云
ふ
心
。
歳
は
、
星
の
名
と
見
る
べ
き
ぞ
。

「
梅
云
ふ
、
永
和
九
年

癸
丑
、
即
ち
日
本
人
、
皇
十
七
代
仁
徳
天
王
、

即
位
す
る
に
四
十
一
年
癸
丑
な
り
。

【
語
釈
・
補
足
】

・
蒼
竜
星
―
木
星

・
「
仁
徳
天
王
即
位
四
十
一
年
癸
丑
也
」
―
「
蘭
亭
序
」
が
書
か
れ
た
永
和
九
（
三

五
三
）
年
は
癸
丑
の
年
で
あ
り
、
日
本
で
は
そ
の
当
時
、
仁
徳
天
皇
が
即
位
し
て

か
ら
四
十
一
年
目
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

○
「
仁
徳
天
王
」
―
『
麒
麟
抄
増
補
』
に
「
一

裏
書
云･

･
･
･
･
･

本
朝
仁
徳
天
皇

御
時
ニ
當
ル
人
也
。
永
和
九
年
ニ
羲
之
蘭
亭
ニ
閉
籠
テ･

･
･
･
･
･

」
と
あ
り
。

【
翻
刻

】
10

注

穆
帝

「
梅
云
、
東
晋
五
代
主
也

「
暮
春
―

「
梅
云
｀
三
月
也
｀
語
ハ
｀
出
テ
論
語

【
書
き
下
し
】

注

穆
帝

「
梅
云
ふ
、
東
晋
五
代
の
主
な
り
。

「
暮
春
―

「
梅
云
ふ
、
三
月
な
り
。
語
は
『
論
語
』
に
出
て
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
暮
春
」
―
『
論
語
』
先
進

第
十
一
に
あ
る
。
ま
た
、
『
藝
文
類
聚
』
巻
三

春
に
も
、
「
論
語
曰
～
」
と
「
暮
春
」
を
含
む
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

【
翻
刻

】
11

「
會
于
會
―
山
駁
―
「
松
云
｀
會
欝
山
之
駁
也
｀

「
湖
云
、
會
―
｀
山
―
ハ
｀
共
ニ
越
ニ
、
ア
ル
ソ
ト
云
々
｀

「
一
抄
云
、
山
駁
ト
云
｀
駁
ハ
｀
山
之
後
曰
駁
ソ
｀
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【
書
き
下
し
】

「
會
于
會
―
山
陰
―

「
松
云
ふ
、
會
稽
山
の
陰
な
り
。

「
湖
云
ふ
、
會
―
｀
山
―
は
、
共
に
越
に
あ
る
ぞ
と
云
々
。

「
一
抄
云
ふ
、
山
陰
と
云
ふ
。
陰
は
、
「
山
の
後
を
陰
と
曰
ふ
ぞ
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
山
之
後
曰
駁
ソ
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
に
類
似

・
『
古
文
句
解
』
―
（
元
）
張
肇
『
附
音
傍
訓
古
文
句
解
』
を
指
す
。
現
在
は
尊

経
閣
文
庫
に
の
み
、
元
版
と
鈔
本
が
残
っ
て
い
る
。
松
（
＝
桂
林
徳
昌
）
注
と
『
古

文
句
解
』
の
注
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
『
古
文
句
解
』
を
参
照
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
他
の
注
に
お
い
て
も
「
句
解
云
」
と
多
く
書
か

れ
て
い
る
。

【
翻
刻

】
12

脩
杆
―

「
松
云
、
凢
文
章
｀
上
漁
長
句
｀
而
下
用
三
四
字
之
｀
句
結
之
皆
是
左

氏
傳
文
法
｀

「
松
云
、
䔥
穎
士
蓬
池
｀
杆

飲
序
曰
｀
杆
｀
逸
礼
也
｀
鄭
鎗
有
之
｀

ノ

「
文
粹

「
一
抄
云
、
脩
―
ケ
カ
ラ
ワ
シ
イ
ヲ
ハ
ラ
イ
｀
洗
ソ
｀
此
日
集
テ
｀
曲

ケ
イ

水
テ
｀
會
シ
タ
ソ
｀
四
十
二
人
ソ
｀

「
群
价
―
少
長
―

「
湖
云
、
四
十
餘
人
｀
少
年
ト
、
長
年
ト
也
｀

【
書
き
下
し
】

脩
禊
―

「
松
云
ふ
、
凡
そ
文
章
、
長
句
を
上
に
し
て
下
に
三
四
字
の
句
を
用
ひ

て
、
之
を
結
ぶ
。
皆

是
れ
『
左
氏
傳
』
の
文
法
な
り
。

「
松
云
ふ
、
蕭
穎
士
「
蓬
池
禊
の
飲

序
」
に
曰
は
く
「
禊
、
逸
礼
な

り
。
鄭
風
に
之

有
り
」
と
。
『
文
粹
』

「
一
抄
云
ふ
、
脩
（
ケ
イ
）
―
け
が
ら
わ
し
い
を
は
ら
い
洗
ふ
ぞ
。
此

の
日

集
ひ
て
曲
水
で
會
し
た
ぞ
。
四
十
二
人
ぞ
。

「
群
賢
―
少
長
―

「
湖
云
ふ
、
四
十
餘
人
、
少
年
と
長
年
と
な
り
。

【
語
釈
・
補
足
】
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○
蕭
穎
士
「
蓬
池
禊
飲
序
」
―
『
唐
文
粹
』
巻
九
十
七

序

▼
「
而
下
用
三
四
字
之
｀
句
結
之
」
―
区
切
れ
は
「
而
下
用
三
四
字
之
句
｀
結
之
」

の
方
が
文
脈
が
通
る
と
考
え
る
。

・
蕭
穎
士
―
唐
、
穎
川
の
人
。
字
は
茂
埏
、
私
諡
は
文
元
先
生
。
開
元
中
に
十
九

歳
に
し
て
進
士
に
挙
げ
ら
れ
た
。
ふ
だ
ん
か
ら
人
の
善
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
み
、

後
輩
を
引
き
立
て
て
用
い
る
こ
と
任
と
し
た
。

【
翻
刻

】
13

「
○
此
地
有
崇
―
茂
林
―

―

「
一
抄
云
、
崇
―
ハ
、
ケ
ハ
シ
イ
｀
山
ソ
｀

「
湖
云
、
此
地
ハ
｀
蘭
蛎
ノ
地
ヲ
｀
指
ソ
景
象
ヲ
｀
云
ソ
｀
済
大
川
住

天
章
寺
時
｀
法
語

｀
崇
山
峻
嶺
｀
茂
林
脩
竹
梧
日
提
綱
｀
ト
｀
セ
ラ

ニ

レ
タ
ソ
｀

【
書
き
下
し
】

「
○
此
地
有
崇
―
茂
林
―

―

「
一
抄
云
ふ
、
崇
―
は
、
け
は
し
い
山
ぞ
。

「
湖
云
ふ
、
此
地
は
、
蘭
亭
の
地
を
指
す
ぞ
。
景
象
を
云
ふ
ぞ
。
済
大

川

天
章
寺
に
住
す
る
時
、
法
語
に
「
崇
山
峻
嶺
、
茂
林
脩
竹
、
終
日

提
綱
す
」
と
せ
ら
れ
た
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

・
済
大
川
―
（
宋
）
大
川
普
済
（
一
一
七
九
～
一
二
五
三
）
を
指
す
。
ま
た
大
川

普
済
は
、
仏
教
書
で
あ
る
『
五
燈
会
元
』
を
著
わ
し
て
い
る
。

○
「
崇
山
峻
嶺
｀
茂
林
脩
竹
梧
日
提
綱
」
―
（
宋
）
普
済

選
『
大
川
和
尚
語
録
』

の
「
紹
興
府
蘭
亭
天
章
十
方
禅
寺
語
録
」
に
「
陞
座
乃
云

崇
山
峻
嶺
茂
林
脩
竹

終
日
提
綱
神
號
鬼
哭
」
と
あ
る
。

・
提
綱
―
宗
旨
の
綱
要
を
提
起
す
る
こ
と
。
仏
教
用
語
で
は
、
仏
法
の
大
意
を
説

法
す
る
こ
と
。

【
翻
刻

】
14

「
江
西
和
尚
䟽
云
｀
併
竜
十
世
｀
感
義
凞
残
菊
秋
｀
白
水
連
門
｀
餘
永

和

脩
竹
寺
云
々､

昇
沉
㔟
異
｀
昔
挽
同
隊
魚
｀
去
佳
相
憐
｀
願
成
一
行

雁
｀

【
書
き
下
し
】
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「
江
西
和
尚
疏
に
云
ふ
、
「
黄
竜
十
世
、
義
凞
の
残
菊
の
秋
に
感
じ
、
白

水
連
門
、
永
和
の
脩
竹
寺
を
餘
す
云
々
。
昇
沈
の
勢

異
な
り
て
、
昔

同
隊
の
魚
を
為
す
。
去
住
し
相
ひ
憐
れ
み
、
願
は
く
は
一
行
の
雁
と

成
ら
ん
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
江
西
和
尚
䟽
」
―
江
西
龍
派
『
續
翠
稿
』
同
門
「
文
林
住
建
仁
」
に
「
黄
龍

十
世

將
及
義
熙
殘
菊
之
秋

白
水
連
門

尚
遺
永
和
脩
竹
之
寺

北
礀･

･
･
･
･
･

（
略
）･

･
･
･
･
･

升
沈
殊
勢

昔
爲
同
隊
之
魚

去
住
相
憐

願
作
一
行
之
雁
」
と

あ
る
。（
『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
一
）

※
北
礀
―
宋
代
の
僧
、
居
簡
（
一
一
六
四
～
一
二
四
六
）
の
号
で
あ
り
、
出
典
を

示
し
て
い
る
。「
永
和

脩
竹
寺
」
の
語
が
、『
北
礀
文
集
』
巻
八
「
小
江
懺
堂
䟽
」

と
巻
九
「
華
亭
證
覺
觀
堂
教
院
檀
越
山
門
兩
䟽
」
に
見
え
る
。

・
黄
竜
十
世
―
竜
山
徳
見
（
一
二
八
四
～
一
三
五
八
）
の
こ
と
か
。
臨
済
宗
の

僧
侶
。
元
に
も
渡
り
、
帰
国
後
は
建
仁
寺
、
南
禅
寺
、
天
竜
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。

著
作
に
『
黄
竜
十
世
録
』
な
ど
が
あ
る
。

▼
「
去
佳
相
憐
」
―
出
典
の
『
續
翠
稿
』
と
文
脈
よ
り
、
「
去
住
相
憐
」
の
方
が

よ
い
と
考
え
る
。

【
翻
刻

】
15

「
又
有
清
流
―
｀
映
帯
―

「
湖
云
、
水
モ､

有
ソ
｀
蛎
ノ
左
右

｀
映
―
シ
タ
ソ
｀

ニ

引
以
―

「
湖
云
、
三
月
三
日

｀
故
㕝
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
｀
以
彼
清
流
挽

曲
水

ノ

シ
タ二

ト
一

ソ
ト
｀
云
心
ソ
｀
曲
水
ノ
㕝
ハ
｀
塚
紙
ニ
ア
リ
｀

【
書
き
下
し
】

「
又
有
清
流
―
｀
映
帯
―

「
湖
云
ふ
、
水
も
亭
の
左
右
に
有
る
ぞ
。
映
―
し
た
ぞ
。

引
以
―

「
湖
云
ふ
、
三
月
三
日
の
故
事
ち
や
ほ
ど
に
、
彼
の
清
流
を
以
て
曲
水

と
為
し
た
ぞ
と
云
ふ
心
ぞ
。
曲
水
の
事
は
別
紙
に
あ
り
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
別
紙
」
―
湖
月
信
鏡
は
、
別
の
抄
物
を
見
て
こ
の
よ
う
に
書
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
【
翻
刻

７
】
の
「
松
云
」
の
部
分
を
指
す
か
。
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【
翻
刻

】
16

注
「
逸
詩
―

「
梅
云
、
今
三
百
篇
之
外
｀
有
脱
者
｀
逸
｀
是
脱
之
義
也
｀

「
湖
云
｀
逸
詩
ト
云
ハ
｀
毛
詩
ノ
内
ヘ
｀
不
入
詩
ソ
｀
束
晢
補
亡
ノ
詩

｀
ノ
ヿ
ソ
｀

【
書
き
下
し
】

注
「
逸
詩
―

「
梅
云
ふ
、
今

三
百
篇
の
外
に
脱
す
る
者

有
り
。
逸
、
是
れ
脱
の

義
な
り
。

「
湖
云
ふ
、
逸
詩
と
云
ふ
は
『
毛
詩
』
の
内
ヘ
入
れ
ざ
る
詩
ぞ
。
束
晢

の
補
亡
詩
の
こ
と
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
補
亡
詩
―
『
文
選
』
第
十
九

詩
甲

束
晢
「
補
亡
詩

六
首
」

※
『
毛
詩
』
（
＝
『
詩
経
』
）
と
『
文
選
』
「
補
亡
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て
：
「
経

書
の
亡
失
し
た
篇
章
を
補
著
す
る
も
の
。
こ
こ
で
は
『
詩
経
』
が
対
象
と
な
る
。

『
詩
経
』
に
は
、
も
と
三
一
一
篇
の
詩
が
あ
っ
た
が
、
漢
初
す
で
に
六
篇
が
、
詩

序
を
残
す
の
み
で
、
詩
章
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
六
篇
の
詩
章
を
補
う
意
図

で
、
制
作
さ
れ
た
」
も
の
で
、『
毛
詩
』
を
意
識
し
た
四
言
体
の
詩
で
あ
る
。

・
束
晢
―
束
広
微
、
名
は
晢
。
呉
の
景
帝
の
永
安
四
年
に
生
ま
れ
、
晋
の
景
帝
の

永
康
元
年
に
没
し
た
。
博
学
多
聞
で
あ
り
な
が
ら
、
静
安
を
愛
し
て
栄
利
を
慕
わ

な
か
っ
た
。
詩
文
も
数
十
篇
を
数
え
、
七
巻
の
文
集
が
あ
っ
た
。

※
以
上
の
二
項
目
に
関
し
て
は
、
花
房
英
樹

著
『
全
釈
漢
文
大
系

第
二
六
巻

文
選
（
詩
騒
編
）
三
』
九
、
十
頁
（
一
九
七
四
年
、
集
英
社
）
を
参
考
に
し
た
。

【
翻
刻

】
17

「
列
坐
―
｀
埋
紜
―
｀
一
甄
―
｀
亦
足
―

「
梅
云
、
前
繍
書
列
傳
五
十
一
、
張
禹
字
子
文
河
内
■
人
也
、
至
禹
父
、

徒
家
蓮
勺

恢
古
曰
、
馮
翊
縣
名
也
｀
音
輦
酌

禹
性
習
知
音
爐
｀
内

奢
淫
、
身
居
大
第
｀
後
堂
理
絲
竹
管
絃
如
淳
注
曰
、
孚
沚
家
、
五
日
一

習
沚
｀
挽
理
沚
｀
恢
古
曰
筦
亦
管
字
｀

「
梅
云
句
觧
注
｀
遯
斉
云
｀
絲
竹
管
絃
｀
語
亦
重
複
｀
愚
謂
｀
一
句
之

内
｀
錯
文
見
意､

非
重
複
也
｀
王
羲
之
蘭
蛎
叙
、
世
言
、
昭
明
不
入
文
選

者
以
其
天
朗
氣
清
｀
或
曰
｀
楚
辞
云
｀
秋
之
挽
氣
｀
天
髙
而
氣
清
｀
似

非
清
明
之
時
｀
然
絲
竹
管
絃
之
句
｀
語
衍
而
挽
逸
少
之
異
耶
｀
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※
■
―
「
車
」
＋
「
号
」

【
書
き
下
し
】

「
列
坐
―
｀
雖
無
―
｀
一
觴
―
｀
亦
足
―

「
梅
云
ふ
、
『
前
漢
書
』
列
傳
五
十
一
「
張
禹

字
は
子
文

河
内
■
の

人
な
り
。
禹
の
父
に
至
り
。
家
を
蓮
勺
に
徙
す
」
と
。
師
古
曰
は
く
、「
馮

翊
縣
の
名
な
り
。
音

輦
酌
」
と
。
「
禹
の
性

音
声
を
習
知
す
。
内

奢
淫
な
り
。
身

大
第
に
居
り
、
後
堂
に
絲
竹
管
絃
を
理
む
」
と
。
如

淳
注
に
曰
は
く
「
今

楽
家
、
五
日
に
一
た
び
楽
を
習
ふ
。
楽
を
理
む

と
為
す
」
と
。
師
古
曰
は
く
「
筦

亦
た
管
の
字
」
と
。

「
梅
云
ふ
『
句
解
』
注
に
、
「
遯
斉

云
ふ
、
絲
竹
管
絃
の
語
も
亦
た
重

複
す
。
愚

謂
へ
ら
く
、
一
句
の
内
に
文
を
錯
へ
て
意
を
見
は
す
は
、

重
複
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。

王
羲
之

蘭
亭
叙
、
世
に
言
ふ
、
昭
明
『
文
選
』
に
入
れ
ざ
る
は
、

其
の
天

朗
か
に
氣

清
し
と
い
ふ
を
以
て
す
。
或
い
は
曰
は
く
『
楚

辞
』
に
「
秋
の
氣

為
る
や
、
天

高
く
し
て
氣

清
し
」
と
云
ひ
て
、

清
明
の
時
に
非
ざ
る
が
似
し
。
然
れ
ど
も
絲
竹
管
絃
の
句
は
、
語

衍

す
る
も
逸
少
の
異

為
ら
ん
や
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
前
繍
書
列
傳
五
十
一
」
―
『
漢
書
』
巻
八
十
一

列
伝
第
五
十
一

張
禹
伝

お
よ
び
顔
師
古

注

▼
■
―
「
車
」
＋
「
号
」

※
『
漢
書
』
で
は
「
軹
」
に
作
る
。

▼
「
徒
家
蓮
勺
」
―
『
漢
書
』
に
よ
り
「
徙
家
蓮
勺
」
だ
と
考
え
る
。

○
「
遯
斉
云
～
非
重
複
也
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
の
一
部

○
「
秋
之
挽
氣
｀
天
髙
而
氣
清
」
―
『
楚
辞
集
注
』
巻
第
六
「
九
辯
」
第
八
に
「
悲

哉
、
秋
之
爲
氣
也･

･
･
･
･
･

沈
寥
兮
天
髙
而
氣
清･

･
･
･
･
･

」
と
あ
り

・
衍
―
文
章
に
余
分
な
字
や
句
を
誤
っ
て
書
き
増
す
こ
と
。

【
翻
刻

】
18

「
梅
云
某
謂
｀
或
者
｀
論
天
髙
而
氣
清
楚
辞
已
挽
秋
之
氣
象
｀
則
此
天

朗
氣
清
之
語
｀
非
上
巳
清
明
之
時
｀
是
理
之
必
然
｀
梁
昭
明
太
子
不
入

文
選
以
此
句
也
｀
或
以
絲
竹
管
絃
遯
斉
唖
｀
挽
語
之
重
複
｀
宛
不
左
也

｀
班
固
已
漁
張
禹
傳
｀
用
此
四
字
、
句
觧
亦
云
｀
一
句
之
内
錯
文
見
意

｀
非
重
複
也
｀
後
寧
癖
守
一
隅
｀
而
挽
重
複
則
不
鉄
乎
｀
管

筦
之
二
｀

非
塚
｀
即
是
一
字
｀
而
或
作
筦
詳
見
曽
書
也
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【
書
き
下
し
】

「
梅
云
ふ
、
某
謂
ふ
、
或
る
者

論
ず
る
に
、
「
天

高
く
し
て
氣

清

し
」『
楚
辞
』
已
に
秋
の
氣
象
と
為
さ
ば
、
則
ち
此
れ
天
朗
氣
清
の
語
、

上
巳

清
明
の
時
に
非
ず
。
是
れ
理
の
必
然
た
り
。
梁
の
昭
明
太
子
『
文

選
』
に
入
れ
ざ
る
は
、
此
の
句
を
以
て
す
る
な
り
。
或
い
は
絲
竹
管
絃

を
以
て
、
遯
斉

等
、
語
の
重
複
と
為
す
。
甚
だ
尤
も
な
ら
ざ
る
な
り
。

班
固

已
に
張
禹
傳
に
於
ひ
て
、
此
の
四
字
を
用
ひ
る
。
『
句
解
』
も
亦

た
云
ふ
、「
一
句
の
内

文
を
錯
へ
て
意
を
見
は
す
は
、
重
複
に
非
ざ
る

な
り
」
と
。
後
学

一
隅
を
癖
守
せ
ん
と
す
。
而
る
に
重
複
を
為
さ
ば
、

則
ち
不
可
な
る
か
。
管

筦
の
二
、
別
く
る
に
非
ず
。
即
ち
是
れ
一
字
に

し
て
、
或
い
は
筦
に
作
る
。
詳
に
『
韻
書
』
に
見
ゆ
る
な
り
。

【
語
釈
・
補
足
】

・
「
遯
斉
」
―
（
宋
）
范
正
敏
『
遯
斎
閑
覧
』
の
略
。

▼
「
甚
不
左
也
」
―
お
そ
ら
く
「
甚
不
尤
也
」
だ
と
考
え
る
。

○
「
張
禹
傳
」
―
【
翻
刻

】
の
出
典
と
同
様
。「
四
字
」
と
は
「
絲
竹
管
絃
」

17

を
指
す
。

○
「
一
句
之
内
錯
文
見
意
｀
非
重
複
也
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
。【
翻
刻

】
17

で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

・
「
後
寧
癖
守
一
隅
」
―
学
者
の
中
に
は
、
（
文
章
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
）
一
つ

の
方
面
を
か
た
く
な
に
守
ろ
う
と
す
る
、
と
い
う
意
味
か
。

○
「
詳
見
曽
書
也
」
―
【
翻
刻

】
の
「
梅
云
～
」
の
抄
文
に
管
と
筦
の
説

19

明
が
あ
る
。

【
翻
刻

】
19

「
一
抄
云
、
列
坐
―

―
一
甄
―

「
湖
云
列
坐
―
會
、
ノ
坐
ノ
陣
ソ
｀
絲
ハ
、
旱
ノ
類
ソ
（*

１
）
｀
蛍
ハ

｀
管
ソ
｀
重
複
ト
云
ハ
｀
コ
レ
ソ
｀
全
非
重
複
ソ
ト
｀
評
タ
ソ
、
言
ハ

｀
旱
ヤ
｀
管
ヲ
｀
吹
者
モ
ナ
ケ
レ
ト
モ
｀
一
甄
一
詠
ヲ
｀
以
テ
｀
情
ヲ

｀
暢
テ
｀
面
白
ソ
｀

「
梅
云
、
廣
匀
上
爐
、
旱
曽
曰
｀
管
｀
筦
同
｀
曽
會
上
爐
旱
句
管
字
注

｀
通
作
筦
｀
繍
東
方
朔
傳
｀
以
筦
窺
天
｀
注
｀
古
管
字
｀

※
（*
１
）
右
に
「
絃
ソ
」、
左
に
小
さ
い
「
○
」
あ
り

【
書
き
下
し
】



*3

今
回
参
照
し
た
『
廣
韻
』
は
、
他
の
韻
の
部
分
で
も
、「
同
用
」
の
場
合
は
改
行
さ
れ
ず
に
、
前
の
韻
字
と
つ
な
げ
て
書
か
れ
て
い
た
。
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「
一
抄
云
ふ
、
列
坐
―

―
一
觴
―

「
湖
云
ふ
列
坐
―
會
の
坐
の
貌
ぞ
。
絲
は
、
琴
の
類
ぞ
。
竹
は
、
管
ぞ
。

重
複
と
云
ふ
は
、
こ
れ
ぞ
。
全
く
重
複
に
非
ざ
る
ぞ
と
評
し
た
ぞ
。
言

は
、
琴
や
管
を
吹
く
者
も
な
け
れ
ど
も
、
一
觴
一
詠
を
以
て
、
情
を
暢

べ
て
面
白
き
ぞ
。

「
梅
云
ふ
、
『
廣
韻
』
上
声
な
り
。
旱
韻
に
曰
は
く
、
管
、
筦

同
じ
。

『
韻
會
』
上
声

旱
韻

管
の
字
の
注
に
、
「
通
じ
て
筦
に
作
る
。
漢
東

方
朔
傳
、
筦
を
以
て
天
を
窺
ふ
。
注
、
古
の
管
の
字
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
『
廣
韻
』
―
『
廣
韻
』
巻
三

上
声
二
十
四

緩
韻
に
「
管
」・
「
筦
」
字
あ
り
。

上
声
二
十
三

旱
韻
に
は
「
管
」
・
「
筦
」
字
は
見
え
な
い
。
今
回
の
部
分
は
、
旱

韻
・
緩
韻
は
同
用
と
あ
り
、
参
照
し
た
『
廣
韻
』
（
（
元
）
至
正
二
十
六
年
、
国

立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
よ
り
）
で
は
旱
韻
と
緩
韻
が
改
行
さ
れ
ず*3

、

旱
韻
で
一
つ
の
韻
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
旱
曽
曰
」
と
書
か
れ
て
い

る
と
考
え
る
。「
管
｀
筦
同
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、「
筦
」
字
の
注
に
「
上
同
」

（
「
上
」
は
「
管
」
字
を
指
す
）
と
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

○
『
韻
會
』
―
『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
十
三

上
声
十
四

旱
韻
「
管
」
字
の
注

【
翻
刻

】
20

「
東
坡
詩
｀
躓
六
｀
金
山
夢
中
作
云
｀
夜
半
潮
来
鎗
又
熟
｀
臥
吹
簫
筦

到
揚
州
｀
寧
者
徃
々
、
改
筦
作
官
非
也
｀
筦
｀
管
已
通
｀
不
鉄
改
之
也

｀【
書
き
下
し
】

「
東
坡
詩
、
第
六
「
金
山

夢
中
の
作
」
に
云
ふ
、
「
夜
半

潮

来
り

て
、
風

又

熟
す
。
臥
し
て
簫
筦
を
吹
き
、
揚
州
に
到
ら
ん
」
と
。

学
者
、
往
々
に
し
て
筦
を
改
め
て
管
に
作
る
は
非
な
り
。
筦
、
管

已

に
通
ず
。
之
を
改
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
東
坡
詩
」
―
『
集
諸
家
注
分
類
東
坡
先
生
詩
』
巻
六
「
夢

詩
十
首
」
の
中

に
「
金
山
夢
中
作
」
あ
り
。
「
躓
六
」
と
「
巻
六
」
と
で
巻
が
一
致
す
る
こ
と
か
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ら
、
蘇
軾
（
＝
東
坡
）
の
詩
は
『
集
諸
家
注
分
類
東
坡
先
生
詩
』
と
同
じ
系
統
の

本
で
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

※
参
考
：
「
江
東
の
賈
客

木
綿
の
裘

會
散
じ
て
金
山

月
樓
に
滿
つ

夜
半

潮

來
り
て

風
又
熟
せ
り

臥
し
て
簫
筦
を
吹
き
揚
州
に
到
ら
ん
」

（
小
川
環
樹

注
『
新
修

中
国
詩
人
選
集
６

蘇
軾
』
（
一
九
八
三
年
、
岩
波

書
店
））

・
簫
筦
―
一
本
の
管
か
ら
な
る
縦
笛
。

▼
「
官
」
―
文
脈
よ
り
「
管
」
だ
と
考
え
る
。

【
翻
刻

】
21

「
○
是
日
―
天
朗
―
南
鎗
―

「
松
云
南
鎗
―
、
春
鎗
施
恵
万
物
｀
和
而
且
暢
｀
恵
或
作
蕙
｀
誤
矣
｀

「
湖
云
、
頃
関
和
尚
百
年
忌
ニ
｀
棱
伽
寺
ニ
乄
｀
愚
極
和
尚
ヲ
、
請
乄
、

拈
香
ソ
、
其
法
語

｀
是
日
也
天
朗
氣
請
ト
｀
メ
サ
レ
タ
レ
ハ
｀
徒
躓

ニ

ノ
众
カ
｀
此
句
ハ
紜
用
ト
｀
云
ソ
｀
ナ
セ
ニ
ナ
レ
ハ､

イ
ツ
モ
、
頃
関
ノ

年
忌
ニ
ハ
｀
蹴
カ
フ
ル
ホ
ト
ニ
、
云
ソ
｀
、
イ
ヤ
我
ニ
｀
マ
カ
せ
ヨ
ト､

ヲ
せ
ラ
レ､

メ
サ
レ
タ
レ
ハ､

當
日
ニ､

天
炁
晴
テ
｀
見
コ
ト
テ
｀
有
タ
ト

云
ソ
｀

「
一
抄
云
、
是
日
―
時
瑁
ヲ
｀
云
ソ
｀

「
湖
云
天
朗
―
此
レ
｀
秋
ノ
｀
句
也
ト
｀
栄
ス
ル
ソ
｀
恵
鎗
ハ
、
春
鎗

ヲ
、
云
ソ
｀
和
乄

暢

ト
、
シ
タ
陣
ソ
｀

ノ
ヒ
〱

【
書
き
下
し
】

「
○
是
日
―
天
朗
―
南
風
―

「
松
云
ふ
、
南
風
―
、
春
風

恵
を
万
物
に
施
し
、
和
し
て
且
つ
暢
ぶ
。

「
恵

或
い
は
蕙
に
作
る
。
誤
り
な
り
」
と
。

「
湖
云
ふ
、
虎
関
和
尚

百
年
忌
に
楞
伽
寺
に
し
て
、
愚
極
和
尚
を
請

し
て
、
拈
香
す
る
ぞ
。
其
の
法
語
に
「
是
の
日
や

天

朗
か
に
氣

請
ふ
」
と
め
さ
れ
た
れ
ば
、
徒
弟
の
衆
が
、「
此
の
句
は
無
用
」
と
云
ふ

ぞ
。
な
ぜ
に
な
れ
ば
、
「
い
つ
も
虎
関
の
年
忌
に
は
雨
が
ふ
る
ほ
ど
に
」

と
云
ふ
ぞ
。
「
い
や
、
我
に
ま
か
せ
よ
」
と
、
を
お
せ
ら
れ
、
め
さ
れ
た

れ
ば
、
當
日
に
天
気

晴
れ
て
、
見
ご
と
で
有
っ
た
と
云
ふ
ぞ
。

「
一
抄
云
ふ
、
是
日
―
時
節
を
云
ふ
ぞ
。

「
湖
云
ふ
、
天
朗
―
此
れ
秋
の
句
な
り
と
難
す
る
ぞ
。
恵
風
は
、
春
風

を
云
ふ
ぞ
。
和
し
て
暢
（
ノ
ヒ
ノ
ヒ
）
と
し
た
貌
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】



- 270 -

○
「
春
鎗
施
恵
万
物
」
―
『
文
選
』
巻
二
十
二

遊
覧

謝
混
「
游
西
池
」
の
呂

向
注

○
「
恵
或
作
蕙
｀
誤
矣
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
の
一
部
と
類
似

・
虎
関
和
尚

百
年
忌
―
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
で
あ
る
た
め
、

一
四
四
六
年
の
出
来
事
で
あ
る
。

・
「
棱
伽
寺
」
―
楞
伽
寺
の
こ
と
。「
楞
」
は
「
棱
」
に
通
じ
る
。
黒
川
道
祐
（
？

～
一
六
九
一
）『
雍
州
府
志
』
巻
四

寺
院
門
上

愛
宕
郡
の
「
楞
伽
寺
」
に
は

「
千
本
五
辻
に
在
り
。
岡
の
屋
の
関
白
、
兼
経
公
、
東
福
寺
、
虎
関
師
錬
の
為
に

之
を
建
つ
。
然
れ
ど
も
、
今
、
寺
絶
ゆ
。
土
人
、
虎
関
屋
敷
と
称
す
。･

･･
･
･
･

」

と
あ
る
。

・
愚
極
和
尚
―
愚
極
礼
才
（
一
三
六
三
～
一
四
五
二
）
臨
済
宗
。
南
禅
寺
、
東
福

寺
の
住
持
と
な
る
。

・
拈
香
―
焼
香
の
あ
と
に
奉
読
す
る
法
語
を
拈
香
文
と
い
う
。

▼
「
是
日
也
天
朗
氣
請
」
―
「
蘭
亭
集
序
」
の
本
文
を
も
と
に
す
る
と
「
是
日
也

天
朗
氣
清
」
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
意
図
的
に
「
請
」
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

▼
「
ヲ
せ
ラ
レ
」
―
「
お
お
せ
ら
れ
」
だ
と
考
え
た
た
め
、
書
き
下
し
で
は
「
お
」

を
足
し
た
。

・
暢
（
ノ
ヒ
〱
）
―
の
び
の
び
（
「
〱
」
は
繰
り
返
し
記
号
）

【
翻
刻

】
22

「
仰
観
―
｀
俯
察
―
｀

「
松
云
、
易
之
文
㔟
｀

「
湖
云
、
天
地
ノ
廣
大
ヲ
｀
見
タ
ソ
｀
品
類
ト
ハ
｀
桃
紅
｀
李
白
｀
花

紅
｀
柳
緑
｀
其
〱
ニ､

盛
ナ
陣
ヲ
｀
察
ソ
｀

ミ
タ

「
所
以
莟
日
―
｀
舁
以
―
｀
信
鉄
―
｀

「
湖
云
、
蛎
上
ノ
｀
景
ヲ
｀
沚
タ
｀
陣
ソ
｀

【
書
き
下
し
】

「
仰
観
―
｀
俯
察
―
｀

「
松
云
ふ
、
『
易
』
の
文
勢
た
り
。

「
湖
云
ふ
、
天
地
の
廣
大
た
る
を
見
た
ぞ
。
品
類
と
は
、
桃
紅
李
白
、

花
紅
柳
緑
、
其
ぞ
れ
に
盛
ん
な
貌
を
察
（
ミ
タ
）
ぞ
。

「
所
以
遊
日
―
｀
足
以
―
｀
信
可
―
｀

「
湖
云
ふ
、
亭
上
の
景
を
楽
し
ん
だ
貌
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

・
「
易
之
文
㔟
」
―
『
周
易
』
繋
辞
上

第
七
に
「
天
地
之
道
仰
以
觀
於
天
文
、
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俯
以
察
於
地
理
」
と
あ
る
。

・
桃
紅
李
白
薔
薇
紫
、
問
著
春
風
総
不
知
（
桃
紅
李
白
薔
薇
は
紫
、
春
風
に
問
著

す
る
も
総
に
知
ら
ず
）

―
（
禅
語
）
桃
の
花
は
紅
く
李
は
白
で
、
薔
薇
は
紫
に
咲
く
の
は
何
故
か
、
春

風
に
問
う
て
も
と
ん
と
知
ら
ぬ
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
語
は
『
五
燈
会
元
』
巻
十

六

雲
門
「
浄
慈
昌
禅
師
法
嗣
」
に
見
え
る
。

・
柳
緑
花
紅
―
（
禅
語
）
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
よ
う
に
安
ら
い
で

い
る
さ
ま
。
「
花
紅
柳
緑
」
と
も
い
う
。
ま
た
「
柳
緑
花
紅
」
は
『
五
燈
会
元
』

巻
八

天
皇
「
龍
華
球
禅
師
法
嗣
」
に
見
え
る
。

※
湖
月
が
【
翻
刻

】
で
大
川
普
済
の
『
大
川
和
尚
語
録
』
を
引
用
し
て

13

い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
『
五
燈
会
元
』
に
も
用
例
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
く
。

・
其
〱
―
そ
れ
ぞ
れ
（
「
〱
」
は
繰
り
返
し
記
号
）

【
翻
刻

】
23

○
夫
人
―

「
松
云
、
不
二
和
尚
挽

之

二
衣

｀
云
々
｀
囙

景
叙

情
｀

ス
二

ヲ

ト
一

レ

レ

「
一
抄
云
、
夫
人
―
是
カ
ラ
｀
不
二
ハ
｀
二
衣
ニ､

ス
ル
ソ
｀

「
湖
云
｀
不
二
和
尚
ハ､

一
篇
ヲ
｀
只
二
載
ニ､

分
ソ
｀
是
句
ヨ
リ
｀
二

載
メ､

ニ､

シ
タ
ソ
｀

俯
仰
―
人
情
ヲ
｀
云
ソ
｀
凢
人
ハ
ト
｀
云
心
ソ

｀【
書
き
下
し
】

○
夫
人
―

「
松
云
ふ
、
不
二
和
尚

之
を
二
段
と
為
す
云
々
。
「
景
に
因
り
て
情
を

叙
ぶ
」
と
。

「
一
抄
云
ふ
、
夫
人
―
是
か
ら
、
不
二
は
二
段
に
す
る
ぞ
。

「
湖
云
ふ
｀
不
二
和
尚
は
、
一
篇
を
只
だ
二
載
に
分
け
る
ぞ
。
是
の
句

よ
り
、
二
載
め
に
し
た
ぞ
。

俯
仰
―
人
情
を
云
ふ
ぞ
。
凡
そ
人
は
と

云
ふ
心
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

〇
「
囙

景
叙

情
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
の
一
部

レ

レ

・
不
二
和
尚
―
岐
陽
方
秀
だ
と
考
え
る
。
「
自
ら
不
二
道
人
と
号
し
、
文
思
豊
麗

に
し
て
、
遺
稿
に
「
琴
川
録
」
「
不
二
遺
稿
」
（
三
巻
）
が
あ
る
」
（
『
五
山
文
学
集

江
戸
漢
詩
集
』
作
者
・
作
品
一
覧
の
「
岐
陽
方
秀
」
の
項
目
よ
り
）
こ
と
に
よ

る
。
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・
「
二
載
メ､

ニ､

シ
タ
ソ
」
―
こ
こ
か
ら
二
段
目
が
始
ま
る
と
い
う
意
味
か
。

【
翻
刻

】
24

「
或
取
―
悟
（*
１
）
言
―

「
松
云
、
或
取
―
或
取

諸
身

胸
中

所

有
｀
舊
言
句
觧
云
覚
悟

二

ノ

ニ

レ

而
言
｀
不
潅
一
室
｀

「
梅
云
、
勝
囈
載
此
序
悟
作

晤
（*
２
）
字

｀
句
觧
注
云
｀
覚
悟
而

二

一

言
｀
不
潅
一
室
｀

「
梅
某
謂
｀
勝
囈
作

晤

言

（*

３
）
｀
盖

晤

語
之
義

而
熟

テ
二

一

シ

二

ヲ
一

二

（*

４
）
此
本

作

悟

句
觧
注
亦
云
覚
悟
而
（*
５
）
言
（*

６
）

ヲ
一

レ

ト

頗
似

不
熟
欤
｀

ル
レ

「
一
抄
云
、
或
咲

（*

７
）
万
物

悟

言
一
室

二

一

二

ソ
一

「
湖
云
取
語
―
人
ハ
、
イ
ロ
〱
カ
、
ア
ル
物
ソ
｀
人
ノ
｀
懐
―
｀
一
室

ノ

｀
内

㕝
ヲ
ハ
｀
其
室
内

｀
ア
ル
｀
人
ハ
｀
汁
ク
｀
悟
ル
ソ
｀
何

ノ

ニ

タ
ル
ヿ
カ
｀
有
レ
ト
モ､

イ
ツ
モ
ノ
我
室
中
ノ
｀
㕝
チ
ヤ
、
ホ
ト
ニ
｀
悟

知
ス
ル
ソ
｀

※
（*

１
）
右
に
「
コ
」、
左
に
「
ホ
カ
ラ
カ
」
と
フ
リ
ガ
ナ
あ
り

（*

２
）
右
に
「
コ
」
、
左
に
「
ホ
カ
ラ
カ
」
と
フ
リ
ガ
ナ
あ
り

（*

３
）
「
乄
」
と
送
り
仮
名
あ
り

（*

４
）
「
乄
」
と
送
り
仮
名
あ
り

（*

５
）
「
乄
」
と
送
り
仮
名
あ
り

（*

６
）
「
ヿ
」
と
送
り
仮
名
あ
り

（*

７
）
「
乄
」
と
送
り
仮
名
あ
り

【
書
き
下
し
】

「
或
取
―
悟
（
コ
・
ホ
カ
ラ
カ
）
言
―

「
松
云
ふ
、
或
取
―
或
い
は
諸
身
の
胸
中
に
有
る
所
を
取
る
。
悟
言
『
句

解
』
に
云
ふ
「
覚
悟
す
る
も
、
言
ふ
こ
と
一
室
に
過
ぎ
ず
」
と
。

「
梅
云
ふ
、『
勝
覧
』
此
の
序
を
載
す
る
に
、
悟
は
晤
（
コ
・
ホ
カ
ラ
カ
）

の
字
に
作
る
。
『
句
解
』
注
に
云
ふ
「
覚
悟
す
る
も
、
言
ふ
こ
と
一
室
に

過
ぎ
ず
」
と
。

「
梅
某
謂
ふ
、
『
勝
覧
』
晤

言
に
し
て
作
り
て
、
蓋
し
語
の
義
を
晤
し

て
此
の
本
を
熟
し
て
悟
と
作
る
。『
句
解
』
注
も
亦
た
云
ふ
「
覚
悟
す
る

も
、
言
ふ
こ
と
頗
る
熟
せ
ざ
る
に
似
る
か
」
と
。

「
一
抄
云
ふ
、
或
い
は
万
物
を
咲
ひ
て
、
言
ふ
こ
と
一
室
と
悟
る
。

「
湖
云
ふ
、
取
語
―
人
は
、
い
ろ
い
ろ
か
あ
る
物
ぞ
。
人
の
懐
―
、
一

室
の
内
の
事
を
ば
、
其
の
室
内
に
あ
る
人
は
、
能
く
悟
る
ぞ
。
何
た
る

こ
と
か
有
れ
ど
も
、
い
つ
も
の
我

室
中
の
事
ち
や
ほ
ど
に
、
悟
知
す
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る
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

・
一
室
―
ひ
と
部
屋

○
『
勝
覧
』
―
『
方
輿
勝
覧
』
巻
六

紹
興
府
「
蘭
亭
」

〇
松
云
の
『
句
解
』・
梅
云
の
『
句
解
』
―
『
古
文
句
解
』
の
注

※
梅
某
謂
の
引
く
『
句
解
』
は
、
言
葉
が
少
し
異
な
る
。

・
咲
―
わ
ら
ふ
・
笑
う

【
翻
刻

】
25

或
囙
―
｀
放
浪
―
｀

「
松
云
、
句
觧
云
、
或
囙
―
或
寄

酢

托

（*

１
）
物

之
所

レ

ニ

二

ニ

ロ
ニレ

寓

｀
放
浪
―
放

縦

流
浪

不

抅

形
骸

｀

一

ハ

テ
二

ニ
一

レ

レ

ニ
一

「
湖
云
、「
或
囙
―
酢
ヲ
物
ニ
｀
託
乄
｀
形
ヲ
｀
忘
レ
タ
｀
心
ソ
｀
花
ニ

｀
テ
マ
リ
｀
月
ニ
テ
マ
リ
｀
心
ソ
｀
託
乄
｀
心
ヲ
ハ
｀
形
ノ
外
ニ､

置

ク
、
㕝
モ､

ア
ル
｀
モ
ノ
ソ
｀

※
（*

１
）
お
そ
ら
く
「
タ
ク
」
と
フ
リ
ガ
ナ
あ
り
・
「
乄
」
と
送
り
仮
名
あ
り

【
書
き
下
し
】

或
因
―
｀
放
浪
―
｀

「
松
云
ふ
、
『
句
解
』
に
云
ふ
、
或
因
―
「
或
ひ
は
興
に
寄
せ
て
、
物
に

之
れ
寓
す
る
所
に
托
（
タ
ク
）
す
」
と
。
放
浪
―
放
は
、
流
浪
に
縦
に

し
て
形
骸
に
拘
は
ら
ず
。

「
湖
云
ふ
、
「
或
因
―
興
を
物
に
託
し
て
、
形
を
忘
れ
た
心
ぞ
。
花
に
で

ま
り
月
に
で
ま
り
心
ぞ
。
託
し
て
、
心
を
ば
形
の
外
に
置
く
事
も
あ
る

も
の
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

〇
「
或
寄

酢

托

物

之
所

寓

」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

レ

ニ

二

ニ

ロ
ニレ

一

・
縦
に
し
て
―
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
・
心
の
思
う
ま
ま
に
し
て
。

・
形
骸
―
形
あ
る
体

・
で
ま
り
―
（
連
語
）･

･
･

（
で
）
あ
ろ
う
と
。
（
「
ま
れ
」
の
変
化
し
た
も
の
）

【
翻
刻

】
26

「
埋
趣
―
｀
静
―
｀
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「
梅
云
、
陸
機
文
賦
体
有
万

殊
｀
物
紜
一
量
｀

「
松
云

趣
舎
―

趣
与
趨
同
｀
史
勘

伯
夷
傳
曰
｀
岩
穴
之
士
｀
趨

舎
有
時
｀
正
義
曰
、
趣

｀
向
也
｀
捨

癈
也

ハ

ハ

「
又
此
編
｀
王
■
頌
注
｀
銑
曰
｀
趨
｀
進
｀
舎
｀
退
｀

静
躁
―

「
松
云
、
静
ハ
上
躁
ハ
急
｀

「
一
抄
云
、
趣
舎
ハ
｀
ト
ル
ト
｀
ス
ツ
ル
ト
也
｀
静
―
ハ
｀
静
ハ､

朷

木
躁
ハ､

飛
物
ソ
｀
皆
不
同
ソ
｀

「
湖
云
趣
舎
―

趣
ハ
｀
取
也､

ト
リ
ア
ケ
ラ
ル
ゝ
ト
｀
舎
テ
｀
ラ
ル
ゝ

ト
也
｀
静
―
モ
二
ソ
｀
躁
ハ､

サ
ハ
グ
也
｀
人
々
塚
ナ
｀
モ
ノ
ソ
｀

※
■
―
「
广
」
＋
「
保
」
＋
「
衣
」

【
書
き
下
し
】

「
雖
趣
―
｀
静
―
｀

「
梅
云
ふ
、
陸
機
「
文
賦
」
に
「
体
に
万
殊

有
り
。
物
に
一
量

無

し
」
と
。

「
松
云
ふ
、
趣
舎
―

趣
と
趨
と
同
じ
。『
史
記
』
伯
夷
傳
に
曰
は
く
「
岩

穴
の
士
、
趨

舎

時

有
り
」
と
。
正
義
に
曰
は
く
「
趣
は
向
な
り
。

捨
は
癈
な
り
」
と
。

「
又

此
の
編
、
王
褒
頌

注

銑
曰
は
く
「
趨
は
進
、
舎
は
退
」
と
。

静
躁
―

「
松
云
ふ
、
「
静
は
止
、
躁
は
急
」
と
。

「
一
抄
云
ふ
、
趣
舎
は
、
と
る
と
、
す
つ
る
と
な
り
。
静
―
は
、
静
は

草
木
、
躁
は
飛
物
ぞ
。
皆

不
同
ぞ
。

「
湖
云
ふ
、
趣
舎
―

趣
は
、
取
な
り
。
と
り
あ
げ
ら
る
る
と
、
舎
て
ら

る
る
と
な
り
。
静
―
も
二
ぞ
。
躁
は
、
さ
は
ぐ
な
り
。
人
々
別
な
も
の

ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
陸
機
「
文
賦
」
―
『
文
選
』
巻
十
七

論
文

陸
機
「
文
賦
」
の
本
文

○
史
記
―
『
史
記
』
巻
六
十
一

列
伝
第
一

伯
夷
列
伝

及
び
張
守
節

正
義

※
正
義
に
は
「
趨
向
也
、
捨
廢
也
」
と
あ
る
。

○
王
褒
頌
―
『
文
選
』
巻
四
十
七

頌

王
褒
「
聖
主
得
賢
臣
頌
」
の
張
銑
注

〇
「
静
ハ
上
躁
ハ
急
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
の
一
部
と
類
似

▼
「
静
ハ
上
」
―
文
脈
と
久
保
氏
の
『
漢
文
叢
書
』
か
ら
、
「
静
ハ
止
」
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
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【
翻
刻

】
27

「
當
其
―
暫
得
―
快
―
曽
不
―

「
梅
云
、
所
遇
句
觧
注
｀
正
個
人
之
沚
㕝
｀
方
當
情
与
物
會
｀

「
松
云

當
其
所
―
句
觧
云
、
適
然
有
得

「
一
抄
云
、
暫
得
―
不
知
―
我
心
ノ
｀
鮎
沚
ソ
｀

「
湖
云
、
人
々､

塚
ナ
｀
物
ソ
｀
塚
ナ
レ
ト
モ
｀
當
其
欣
―
ト
云
テ
｀
人

々､

利
藪

｀
付
テ
意

､

適
ス
ル､
㕝
カ､

ア
ル
モ
ノ
ソ
｀
趣

｀
ツ
イ

ニ

ニ

ニ

テ
ハ
｀
祢

用

ラ
レ
テ
｀
朝
廷
ノ
上

ア
ル
モ
｀
心

適
也､

又
舎

ケ

イ

ニ

ニ

ニ
、
ツ
イ
テ
｀
桁
ラ
レ
テ
｀
山
林
ノ
｀
間

｀
有
テ
｀
鮎
沚
有
ル
モ
｀

ス
テ

ニ

心

､

適
也
静
ニ
モ､

躁
ニ
モ､

四
ナ
カ
ラ
｀
其
趣
キ
ニ､

依
テ
｀
心
ノ
｀

ニ
衞
足
ス
ル
｀
㕝
カ
｀
有
ル
｀
物
ソ
｀
汁
々
鉄
着
眼
也
是
故

｀
快
然
―

ニ

ト
云
タ
ソ
｀
人
ノ
心
ハ
｀
塚
ナ
｀
物
ナ
レ
ト
モ
｀
利
藪

｀
付
テ
｀
衞

ニ

足
ス
ル
｀
処

｀
一
致
ナ
｀
物
ソ
｀
曽
不
知
―
侖
匏
ノ
語
ソ
｀

ハ

【
書
き
下
し
】

「
當
其
―
暫
得
―
快
―
曽
不
―

「
梅
云
ふ
、
所
遇
『
句
解
』
注
、
「
正
に
人
の
楽
事
は
、
方
に
情
と
物
と

が
會
ふ
に
當
た
る
こ
と
を
説
く
」
と
。

「
松
云
ふ
、

當
其
所
―
『
句
解
』
に
云
ふ
「
適
然
と
し
て
得
る
こ
と
有

り
」
と
。

「
一
抄
云
ふ
、
暫
得
―
不
知
―
我

心
の
楽
し
む
所
ぞ
。

「
湖
云
ふ
、
人
々
別
な
物
ぞ
。
別
な
れ
ど
も
、
當
其
欣
―
と
云
ひ
て
、

人
々

善
悪
に
付
き
て
、
意
に
適
す
る
事
が
あ
る
も
の
ぞ
。
趣
に
つ
い

て
は
、
挙
げ
用
い
ら
れ
て
、
朝
廷
の
上
に
あ
る
も
、
心
に
適
ふ
な
り
。

又

舎
に
つ
い
て
、
捐
（
ス
テ
）
ら
れ
て
山
林
の
間
に
有
り
て
、
楽
し

む
所

有
る
も
、
心
に
適
ふ
な
り
。
静
に
も
躁
に
も
、
四
つ
な
が
ら
｀

其
の
趣
き
に
依
り
て
、
心
の
満
足
す
る
事
が
有
る
物
ぞ
。
能
々

着
眼

す
べ
き
な
り
。
是
れ
故
に
、
快
然
―
と
云
た
ぞ
。
人
の
心
は
別
な
物
な

れ
ど
も
、
善
悪
に
付
て
満
足
す
る
処
は
、
一
致
な
物
ぞ
。
曽
不
知
―
『
論

語
』
の
語
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
正
個
人
之
沚
㕝
｀
方
當
情
与
物
會
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

○
「
適
然
有
得
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

○
「
不
知
老
之
將
至
」
―
『
論
語
』
述
而
篇

第
七
に
あ
り
。
た
だ
し
、『
論
語
』

に
は
「
曾
」
字
な
し
。

・
「
四
ナ
カ
ラ
」
―
「
蘭
亭
記
」
本
文
中
の
「
趣
」「
舎
」
「
静
」
「
躁
」
を
指
す
と
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考
え
る
。
そ
の
た
め
【
書
き
下
し
】
で
は
「
四
つ
な
が
ら
」
と
し
た
。

【
翻
刻

】
28

「
及
其
―
情
随
―
感
―

「
松
云
及
其
―
及

人

之
所

沚
已

厭

｀

二

ノ

レ

ニ

一

「
一
抄
云
、
其
所
之
―
人
間
ノ
｀
ナ
ラ
イ
ソ
｀

「
湖
云
、
及
其
―
何
テ
｀
マ
リ
｀
心

｀
倦
テ
｀
イ
ヤ
ト
、
思
心
カ
、

ニ

有
レ
ハ
、
情
モ
、
迂
テ
、
サ
ム
ル
、
物
ソ
、
サ
レ
ハ
、
感
慨
カ
、
出
来

ス
ル
、
物
ソ
、

【
書
き
下
し
】

「
及
其
―
情
随
―
感
―

「
松
云
ふ
、
及
其
―

「
人
の
楽
し
む
所

已
に
厭
く
る
に
及
ぶ
」
と
。

「
一
抄
云
ふ
、
其
所
之
―

人
間
の
な
ら
い
ぞ
。

「
湖
云
ふ
、
及
其
―

何
で
ま
り
心
に
倦
き
て
、
い
や
と
思
ふ
心
が
有

れ
ば
、
情
も
迂
が
り
て
さ
む
る
物
ぞ
。
さ
れ
ば
、
感
慨
が
出
来
す
る
物

ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

〇
「
及

人

之
所

沚
已

厭

」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
の
一
部

二

ノ

レ

ニ

一

・
迂
―
ま
が
る
・
よ
こ
し
ま
に
さ
せ
る
。

・
ま
り
―
多
く
は
「
で
ま
り
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
。
「･

･
･

（
で
）
あ
ろ
う
と
」

の
意
。

【
翻
刻

】
29

「
向
之
―
｀
俛
仰
―
｀
以
挽
―

「
梅
云
、
晁
錯
傳
｀
在
俛

卯
之
間
耳
｀
師
古
注
曰
｀
俛
｀
亦
俯
字
｀

卯
讀
｀
曰
仰
｀

「
梅
云
、
東
方
朔
傳
｀
嬾
俛
啄
也
、
師
古
注
｀
俛
｀
即
俯
字
｀

「
以
挽
―

「
梅
云
以
字
、
勝
囈
作
已
｀

【
書
き
下
し
】

「
向
之
―
｀
俛
仰
―
｀
以
挽
―

「
梅
云
ふ
、
晁
錯
傳
「
俛

卯
の
間
に
在
る
の
み
」
と
。
師
古
注
に
曰

は
く
「
俛
、
亦
た
俯
の
字
。
卯
は
讀
み
て
仰
と
曰
ふ
」
と
。

「
梅
云
ふ
、
東
方
朔
傳
「
鶴

俛
せ
て
啄
ば
む
な
り
」
と
。
師
古
注
に
、
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「
俛
、
即
ち
俯
の
字
」
と
。

「
以
為
―

「
梅
云
ふ
、
以
の
字
、
『
勝
覧
』
は
「
已
」
に
作
る
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
晁
錯
傳
―
『
漢
書
』
巻
四
十
九

列
伝
第
十
九

鼂
錯
伝

及
び
顔
師
古

注

○
東
方
朔
傳
―
『
漢
書
』
巻
六
十
五

列
伝
第
三
十
五

東
方
朔
伝

及
び
顔
師

古

注

（
『
古
今
事
文
類
聚
』
後
集

巻
四
十
二
「
鶴
」
に
「
東
方
朔
傳
｀
嬾

俛
啄
也
」
と
一
致
す
る
部
分
あ
り
。
）

○
『
勝
覧
』
―
『
方
輿
勝
覧
』
巻
六

紹
興
府

「
蘭
亭
」

・
俛
―
ふ
せ
る

【
翻
刻

】
30

「
陳
迹

「
松
云
、
出
荘
子
｀

「
一
抄
云
「
俛
―
ハ
｀
愛
塚
離
苦
｀
怨
憎
勹
苦
｀

「
湖
云
「
向
之
―
前

｀
適

意

シ
タ
｀
㕝
ハ
｀
陳
迹
ト
云
テ
｀
古

ノ

レ

ニ

タ
｀
㕝

｀
成
テ
｀
行
ソ
、

ニ

【
書
き
下
し
】

「
陳
迹

「
松
云
ふ
、
『
荘
子
』
に
出
づ
。

「
一
抄
云
ふ
、
「
俛
―
は
、
愛
別
離
苦
、
怨
憎
會
苦
。

「
湖
云
ふ
、
「
向
之
―
前
の
意
に
適
し
た
事
は
、
陳
迹
と
云
ひ
て
、
古
た

事
に
成
り
て
行
ふ
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
陳
迹
」
―
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
巻
五

外
篇

天
運
篇

第
十
四
の
本
文

・
愛
別
離
苦
―
親
子
、
兄
弟
、
夫
婦
な
ど
相
愛
す
る
者
が
生
別
・
死
別
す
る
つ
ら

さ
や
悲
し
み
（
仏
教
）

・
怨
憎
會
苦
―
八
苦
の
一
つ
、
必
ず
怨
み
憎
む
人
に
会
合
し
な
け
れ
ば
ら
な
い
苦

し
み
の
こ
と
。

【
翻
刻

】
31

猶
（*

１
）
不
―
｀
况
脩
―
｀
梧
期
―
｀

「
松
云
况
脩
―
仞
論
古
孚
｀
又
况
人
之
命
長
｀
短
各
自
随
造
化
之
所
付
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｀
其
梧
皆
帰

漁
尽
─

処

計
｀

ス
二

一

「
梅
云
、
猶
不
―

猶
字
｀
或
作
尤
字
｀

※
（*

１
）「
文
選

句
觧
作
猶

と
注
あ
り

【
書
き
下
し
】

猶
（*

１
）
不
―
｀
况
脩
―
｀
終
期
―
｀

「
松
云
ふ
、
况
脩
―

正
に
古
今
を
論
ず
。
「
又

況
ん
や
人
の
命
の
長

短

各
々
自
ら
造
化
の
付
す
る
所
に
随
ふ
」
と
。「
其
れ
終
に
皆

尽
き

る
処
に
帰
す
」
と
。

「
梅
云
ふ
、
猶
不
―

「
猶
」
の
字
、
或
い
は
「
尤
」
の
字
に
作
る
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
又
况
人
之
命
長
｀
短
各
自
随
造
化
之
所
付
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

○
「
其
梧
皆
帰

漁
尽
─

処

計
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

ス
二

一

▼
「
（*

１
）「
文
選

句
解
は
「
猶
」
に
作
る
」
―
『
古
文
句
解
』
の
「
蘭
亭
記
」

の
本
文
で
は
「
猶
」
に
作
っ
て
い
る
。
『
文
選
』
と
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
も

そ
も
『
文
選
』
に
は
「
蘭
亭
記
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
指
摘

が
あ
る
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

・
造
化
―
自
然
の
道
理
、
天
地
間
の
万
物
を
支
配
し
て
い
る
法
則

【
翻
刻

】
32

「
脩
短

「
梅
云
、
謂
人
之
壽
也
｀

「
湖
云
、
猶
不
―
言
ハ
｀
此
理
ヲ
｀
知
テ
｀
懐
ヲ
｀
ヲ
コ
サ
ヌ
｀
者
ハ

ア
ル
マ
イ
ソ
ト
｀
云
心
ソ
｀
脩
ハ
、
命
ノ
長
ヲ
、
云
ソ
｀
短
ハ
、
命
ノ

｀
短
ヲ
｀
云
ソ
｀
化
ハ
｀
天
地
造
化
ソ
｀
期
尽
ト
ハ
、
死
了
ル
｀
㕝
ヲ

｀
云
ソ
｀
人
皆
如
此
ソ
｀

【
書
き
下
し
】

「
脩
短

「
梅
云
ふ
、
人
の
壽
を
謂
ふ
な
り
。

「
湖
云
ふ
、
猶
不
―
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
此
の
理
を
知
り
て
、
懐
を
お
こ

さ
ぬ
者
は
あ
る
ま
い
ぞ
と
云
ふ
心
ぞ
。
脩
は
、
命
の
長
き
を
云
ふ
ぞ
。

短
は
、
命
の
短
き
を
云
ふ
ぞ
。
化
は
、
天
地
造
化
ぞ
。
期
尽
と
は
、
死

し
了
は
る
事
を
云
ふ
ぞ
。
人

皆

此
く
の
如
き
ぞ
。
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【
翻
刻

】
33

「
古
人
―
｀
死
生
―
｀
豈
不
―

「
松
云
死
生
亦
大

荘
子

充
徳
符
語
也
｀
「
荘
子
曰
死
生
亦
大
矣
｀
而

不
得
与
之
変
｀
希
逸
注
曰
｀
死
生
亦
大
矣
｀
此
五
字
乃
荘
子
中
｀
一
大

條
貫
｀
釋
氏
一
大
蔵
農
只
従
此
五
字
中
出
云
々
｀

「
松
云
、
言

死
生
之
変
大
也
｀

ハ

「
湖
云
「
死
生
ノ
―
荘
子
ノ
｀
語
ソ
｀

【
書
き
下
し
】

「
古
人
―
｀
死
生
―
｀
豈
不
―

「
松
云
ふ
、
死
生
亦
大

『
荘
子
』

充
徳
符
の
語
な
り
。
「
『
荘
子
』
に

曰
は
く
「
死
生
も
亦
た
大
な
る
か
な
。
而
も
之
と
与
に
変
ず
る
を
得
ず
」

と
。
希
逸
注
に
曰
は
く
「
死
生
も
亦
た
大
な
る
か
な
。
此
の
五
字

乃

ち
『
荘
子
』
中
、
一
大
の
條
貫
な
り
。
釋
氏
一
大
蔵
經

只
だ
此
の
五

字
の
中

従
り
出
づ
」
云
々
。

「
松
云
ふ
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
死
生
の
変
は
大
な
り
。

「
湖
云
ふ
、
「
死
生
ノ
―
『
荘
子
』
の
語
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
死
生
亦
大
矣
～
此
五
字
中
出
」
―
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
巻
二

内
篇

徳
充

符
篇

第
五
の
本
文

及
び
林
希
逸

注

▼
「
充
徳
符
」
―
「
徳
充
符
篇
」
の
こ
と

・
條
貫
―
筋
道
、
条
理

・
釈
氏
―
釈
迦

・
一
大
蔵
経
―
仏
教
に
お
け
る
聖
典
を
総
集
し
た
『
大
蔵
経
』
の
こ
と
。
『
正
法

眼
蔵
随
聞
記
』
一
ノ
十
六
に
も
「
一
大
蔵
経
」
の
言
葉
が
見
え
る
。

【
翻
刻

】
34

「
毎
観
昔
人
―
｀
背
合
―
｀

「
松
云
、
一
契
言
ハ
如

合

契
獵

｀
言

感
慨
之
同

也
｀

レ

レ

ヲ

フ
二

ヲ
一

「
湖
云
、
昔
人
―
言

｀
生
死
㕝
大
ノ
｀
処

感
ヲ
｀
酢
ス
｀
㕝
ハ
｀

ハ

ニ

孚
昔
ト
モ
ニ
｀
同
ソ
｀
一
契
ハ
｀
ワ
リ
フ
也
｀

「
毎
観

「
梅
云
｀
勝
囈

観
作
感
字
｀
或
作
攬
字
｀

「
契
「
梅
云
、
礼
劼

曲
礼
執
右
契
｀
注
｀
两
書
一
札
｀
同
而
塚
之
｀
又

合
也
｀

【
書
き
下
し
】
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「
毎
観
昔
人
―
｀
若
合
―
｀

「
松
云
ふ
、
一
契
言
ふ
こ
こ
ろ
は
「
契
券
を
合
は
す
る
が
如
し
。
感
慨

の
同
じ
き
を
言
ふ
な
り
」
と
。

「
湖
云
ふ
、
昔
人
―
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
生
死
の
事
大
の
処
に
感
を
興
こ

す
事
は
、
今
昔
と
も
に
同
じ
ぞ
。
一
契
は
、
わ
り
ふ
な
り
。

「
毎
観
「
梅
云
ふ
、
『
勝
覧
』

観

感
の
字
に
作
る
。
或
い
は
攬
の
字

に
作
る
。

「
契
「
梅
云
ふ
、
「
『
礼
記
』

曲
礼
「
右
契
を
執
る
」
と
。
注
、
「
両
書

一
札

同
じ
う
し
て
之
を
別
け
、
又

合
は
す
る
な
り
」
と
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

〇
「
如

合

契
獵

｀
言

感
慨
之
同

也
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

レ

レ

ヲ

フ
二

ヲ
一

○
『
勝
覧
』
―
『
方
輿
勝
覧
』
巻
六

紹
興
府

「
蘭
亭
」

○
「
礼
劼

曲
礼
執
右
契
｀
注
｀
两
書
一
札
｀
同
而
塚
之
｀
又
合
也
」

―
『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
十
九

去
声
八

霽
韻

「
契
」
字
の
注

【
翻
刻

】
35

「
未
甞
―

―
｀
不
汁
―

―

「
松
云
｀
不
汁
喩
―
栄

尽

其

蘊

也
｀

ウ
ン

レ

二

ノ

ヲ
一

「
湖
云
、
未
甞
―
古
人
ノ
｀
云
イ
ヲ
キ
シ
、
文
ニ､

臨
テ
｀
生
死
㕝
大

ノ

｀
理
ヲ
｀
嗟
ス
ル
ソ
｀

「
不
汁
―
ト
ハ
｀
文
ニ
｀
臨
テ
ハ
｀
嗟
ス
レ
ト
モ
｀
朝
有
紅
顔
｀
而
夕

挽
白
藥
之
理
ヲ
｀
喩
得
テ
、
心
得
タ
、
者
ハ
、
ナ
イ
ソ
ト
、
云
心
ソ
｀

【
書
き
下
し
】

「
未
嘗
―

―
｀
不
能
―

―

「
松
云
ふ
、
不
能
喩
―
「
其
の
蘊
（
ウ
ン
）
を
尽
し
難
き
な
り
」
と
。

「
湖
云
ふ
、
未
嘗
―
古
人
の
云
い
を
き
し
文
に
臨
み
て
、
生
死
の
事
大

の
理
を
嗟
す
る
ぞ
。

「
不
能
―
と
は
、
文
に
臨
み
て
は
嗟
す
れ
ど
も
、
朝
に
紅
顔

有
り
て

夕
に
白
骨
と
為
る
の
理
を
喩
へ
得
て
、
心
得
た
者
は
な
い
ぞ
と
、
云
ふ

心
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
栄

尽

其

蘊

也
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

レ

二

ノ

ヲ
一

・
蘊
―
お
く
そ
こ
、
お
く
ぶ
か
い

・
嗟
―
な
げ
く
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○
「
朝
有
紅
顔
｀
而
夕
挽
白
藥
之
理
」
―
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下

無
常
に
「
朝

に
紅
顔
有
つ
て
世
路
に
誇
れ
ど
も

暮
に
白
骨
と
為
つ
て
郊
原
に
朽
ち
ぬ
」
（
義

孝
少
将
）
と
あ
る
。

・
紅
顔
―
赤
く
つ
や
つ
や
と
し
た
美
し
い
顔

【
翻
刻

】
36

「
固
知
―
｀
斉
彭
―
｀

「
松
云
、
年
自
十
九
至
十
六
死
｀
挽
長
殤
｀
十
五
至
十
二
｀
挽
中
殤
、

十
一
至
八
模
｀
挽
下
殤
｀
已
下
挽
紜
服
之
殤
｀
生
未
三
月
不
挽
殤
｀

「
湖
云
「
一
死
生
―
生
死
紜

二

ナ
ト､

云
｀
開
―
ソ
｀
彭
祖
ヲ
モ

レ

ツ

殤
ヲ
モ
｀
一
ト
云
ハ
｀
妄
ナ
ソ
｀
殤
ハ
｀
命
短
ソ
｀
彭
ハ
｀
人
名
｀
下

ハ
｀
殤
マ
テ
ソ
｀
二
ソ
｀
塚
ナ
物
ソ
ト
云

心
ソ
｀
此
二
句
ニ
｀
襖
ヲ

｀
入
タ
レ
ハ､

羲
之
モ
生
死
一
致
ト
ハ
｀
心
得
タ
レ
ト
モ
｀
謝
安
カ
、
此

蘭
蛎
ノ
會
ノ､

時
ノ
｀
詩
ニ
｀
万
殊
混
一
象
｀
安
復
覚
彭
殤
ト
｀
作
タ
｀

句
ヲ
｀
翻
案
乄
｀
云
タ
ソ
｀
生
死
一
致
ト
云
ヘ
ハ
｀
謝
安
カ
涕
唾
ヲ
｀

甞
タ
｀
物
テ
｀
コ
ソ
ア
レ
ト
｀
評
シ
タ
リ
、
見
塚
玖
｀

【
書
き
下
し
】

「
固
知
―
｀
斉
彭
―
｀

「
松
云
ふ
、
年

十
九

自
り
十
六
に
至
り
て
死
す
る
は
、
長
殤
と
為

す
。
十
五
よ
り
十
二
に
至
る
は
、
中
殤
と
為
す
。
十
一
よ
り
八
歳
に
至

る
は
、
下
殤
と
為
す
。
已
下
は
無
服
の
殤
と
為
す
。
生
ま
れ
て
未
だ
三

月
な
ら
ざ
る
は

殤
と
為
さ
ず
。

「
湖
云
ふ
、
「
一
死
生
―
生
死
に
二
つ
無
き
こ
と
な
ど
云
ふ
。
虚
―
ぞ
。

彭
祖
を
も
殤
を
も
一
と
云
ふ
は
｀
妄
り
な
ぞ
。
殤
は
命

短
き
ぞ
。
彭

は
人
名
、
下
は
殤
ま
で
ぞ
。
二
ぞ
。
別
な
物
ぞ
と
云
ふ
心
ぞ
。
此
の
二

句
に
難
を
入
れ
た
れ
ば
、
羲
之
も
生
死

一
致
と
は
心
得
た
れ
ど
も
、

謝
安
が
此
の
蘭
亭
の
會
の
時
の
詩
に
、「
万
殊

一
象
に
混
じ
、
安
く
ん

ぞ
復
た
彭
殤
を
覚
ら
ん
」
と
作
っ
た
句
を
、
翻
案
し
て
云
っ
た
ぞ
。
生

死

一
致
と
云
へ
ば
、
謝
安
が
涕
唾
を
嘗
め
た
物
で
こ
そ
あ
れ
と
評
し

た
り
。
別
紙
に
見
ゆ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
年
自
十
九
至
十
六
死
～
生
未
三
月
不
挽
殤
」
―
『
礼
記
集
説
』
巻
第
二

檀

弓
上

第
三
の
割
注
に
類
似
の
内
容
が
あ
る
。

・
彭
祖
―
尭
帝
の
臣
で
、
殷
の
末
年
ま
で
七
百
年
余
り
生
き
た
と
言
わ
れ
る
。
長

寿
の
代
表
。
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・
謝
安
―
（
三
二
〇
～
三
八
五
）
東
晋
の
政
治
家
。
蘭
亭
の
会
に
参
加
し
て
い
た

一
人
で
、
そ
の
時
に
詩
を
書
い
た
。
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
末
尾
二
句
（
全
八
句
）
。

・
翻
案
―
詩
文
の
作
為
を
変
え
て
作
る
こ
と

○
「
見
塚
玖
」
―
今
回
翻
刻
し
た
範
囲
よ
り
前
の
抄
文
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
「
松
云
」
は
、『
韻
語
陽
秋
』
巻
五
を
引
用
し
て
お
り
「･

･
･
･
･
･

羲
之
序
、
乃
以
一
死
生
為
虚
誕
、
斉
彭
殤
為
妄
作
、
蓋
反
謝
安
一
時
之
語
、

而
或
者
遂
以
為
未
達･

･
･
･
･
･

」
と
見
え
る
。

【
翻
刻

】
37

「
後
之
視
今

「
松
云
、
此
後
之
人
｀
所
以
視
今
蘭
蛎
之
㕝
｀

「
松
云
、
前
儒

林
傳
京
房
傳
曰
｀
后
之
視
今
｀
猶
孚
之
視

前
也
｀

レ

「
一
抄
云
「
後
―
後
ニ
ハ
｀
孚
日
ヲ
｀
嗟
乄
可

見
ソ
｀

レ

「
湖
云

後
之
―
故
列
―
埋
世
―
後
之
囈
―
名
言
ソ
｀
時

人
｀
上
ヲ

ノ

｀
云
テ
｀
有
ソ
｀
世

㕝
ト
モ
ハ
｀
塚
ナ
レ
ト
モ
｀
懐
ヲ
酢
ス
｀
処
ハ

ヲ

一
致
ソ
｀
后
人
ハ
｀
又
此
文
ヲ
｀
見
テ
｀
感
ヲ
｀
酢
サ
ン
ソ
｀

【
書
き
下
し
】

「
後
之
視
今

「
松
云
ふ
、
「
此
の
後
の
人
、
今
の
蘭
亭
の
事
を
視
る
所
以
な
り
」
と
。

「
松
云
ふ
、
前
儒
林
傳
京
房
傳
に
曰
は
く
、「
后
の
今
を
視
る
こ
と
は
、

猶
ほ
今
の
前
を
視
る
が
ご
と
き
な
り
」
と
。

「
一
抄
云
ふ
「
後
―
後
に
は
、
今
日
を
嗟
し
て
見
る
べ
き
ぞ
。

「
湖
云
ふ
、
後
之
―
故
列
―
雖
世
―
後
之
覧
―

名
言
ぞ
。
時
の
人
、

上
を
云
ひ
て
有
る
ぞ
。
世
を
事
と
も
は
別
な
れ
ど
も
、
懐
を
興
こ
す
処

は
一
致
ぞ
。
后
の
人
は
、
又

此
の
文
を
見
て
、
感
を
興
こ
さ
ん
ぞ
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
此
後
之
人
｀
所
以
視
今
蘭
蛎
之
㕝
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

○
前
儒
林
傳
京
房
傳
―
「
前
」
→
『
前
漢
書
』（
＝
『
漢
書
』
）
を
指
す
。

「
儒
林
傳
」
→
『
漢
書
』
巻
八
十
八

列
伝
第
五
十
八

儒
林
伝
を
指
し
、
そ

の
中
に
京
房
の
伝
も
あ
る
。
し
か
し
、「
后
之
視
今
｀
猶
孚
之
視

前
也
」
は
『
漢

レ

書
』
巻
七
十
五

列
伝
第
四
十
五

京
房
伝
に
あ
る
。

【
翻
刻

】
38

悲
夫
故
列
―
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「
松
云
、
徃
者
潅
｀
来
者
續
｀
死
生
亦
大
鉄
悲
｀
由

是
列
叙
一
時
蘭

レ

蛎
所

集
之
人

｀
録
就
其
所
作
之
詩
云
｀

レ

一

「
録
其
所
述

「
松
云
、
言
録

其
所

作
之
詩

二

レ

一

「
埋
世
殊
―

「
松
云
、
世
有

前
後
之
殊
｀
㕝

有

古
孚
之
異

二

ニ

二

一

｀【
書
き
下
し
】

悲
夫
故
列
―

「
松
云
ふ
、
「
往
は

過
ぎ
し
こ
と
。
来
は

續
く
こ
と
。
死
生
も
亦
た

大
い
に
悲
し
む
べ
し
」
と
。
「
是
に
由
り
て
一
時

蘭
亭
に
集
ふ
所
の

人
を
列
叙
す
」
と
。
「
「
録
」
と
は
其
の
作
る
所
の
詩
に
就
ひ
て
云
ふ
」

と
。

「
録
其
所
述

「
松
云
ふ
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
「
其
の
作
る
所
の
詩
を
録
す
」
と
。

「
雖
世
殊
―

「
松
云
ふ
、
「
世
に
前
後
の
殊

有
り
。
事
に
古
今
の
異

有
り
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
徃
者
潅
｀
来
者
續
｀
死
生
亦
大
鉄
悲
」
「
由

是
列
叙
一
時
蘭
蛎
所

集
之

レ

レ

人

」「
録
就
其
所
作
之
詩
云
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

一
○
「
録

其
所

作
之
詩

」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
に
類
似

二

レ

一

○
「
世
有

前
後
之
殊
｀
㕝

有

古
孚
之
異

」
―
『
古
文
句
解
』
の
注

二

ニ

二

一

【
翻
刻

】
39

「
所
以
酢
懐
―

「
松
云
、
其
孚
之
酢

懐

漁
古

｀
与

後
之
酢

懐
漁
孚

者

ス
二

ヲ

ニ
一

下

二

ヲ

ニ
一

ノ
上

一
致
也ナ

リ

「
梅
云
、
勝
囈
致
作
揆
也
｀

【
書
き
下
し
】

「
所
以
興
懐
―

「
松
云
ふ
、
「
其
れ
今
の
懐
ひ
を
古
に
興
こ
す
と
、
後
の
懐
ひ
を
今
に
興

こ
す
者
の
こ
と
と
一
致
す
る
な
り
」
と
。

「
梅
云
ふ
、
『
勝
覧
』
「
致
」
は
揆
に
作
る
な
り
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
其
孚
之
～
一
致
也
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
と
類
似
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○
『
勝
覧
』
―
『
方
輿
勝
覧
』
巻
六

紹
興
府

「
蘭
亭
」

【
翻
刻

】
40

「
亦
将
有
感
漁
―

「
松
云
、
句
解
曰
｀
亦
必
有

感

慨

漁
斯
文

、
之
所

云
者

下

二

ス
ル

ニ

ニ
一

ノ
上

｀
嘆
傷
之
宛

也
｀
嗚
呼
｀
世
人
之
凢
亨
其
沚
㕝
｀
誰
復
思
其
変
処
｀

ナ
リ

孚
逸
少
当
蘭
蛎
沚
㕝
之
集
｀
而
感
槩
如
此
｀
其
胸
襟
夷
嚝
蹠
而
挽
文
｀

至
孚
使
人
酢
懐
｀
豈
特
死
生
猶
夢
幻
｀

【
書
き
下
し
】

「
亦
将
有
感
於
―

「
松
云
ふ
、
『
句
解
』
に
曰
は
く
、
「
亦
た
必
ず
斯
文
に
於
ひ
て
の
云
ふ

所
に
感
慨
す
る
者
の
有
ら
ん
や
。
嘆
傷
の
甚
だ
し
き
な
り
。
嗚
呼
、
世

人
の
凡
そ
其
の
楽
事
を
亨
け
、
誰
ぞ
復
た
其
の
変
ず
る
処
を
思
は
ん
。

今

逸
少

蘭
亭
の
楽
事
の
集
ひ
に
当
た
り
て
、
感
概

此
く
の
如
し
。

其
の
胸
襟

夷
曠
と
し
て
發
し
て
文
を
為
す
。
今
に
至
る
ま
で
人
を
し

て
懐
を
興
こ
さ
し
む
る
は
、
豈
に
特
だ
に
死
生

猶
ほ
夢
幻
の
ご
と
き

の
み
な
ら
ん
や
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
「
亦
必
有

感

慨

～
死
生
猶
夢
幻
」
―
『
古
文
句
解
』
の
注
の
一
部

下

二

ス
ル

・
感
概
―
感
慨
と
同
じ

▼
夷
嚝
―
『
古
文
句
解
』
の
注
に
よ
り
「
夷
曠
」
だ
と
考
え
る
。

・
夷
曠
―
の
ん
び
り
と
し
て
い
て
こ
だ
わ
ら
な
い

・
豈
特
―
あ
に
た
だ
に
～
の
み
な
ら
ん
や
・
ど
う
し
て
た
だ
～
だ
け
で
あ
ろ
う
か

【
翻
刻

】
41

「
斯
文

「
松
云
、
指
斯
劼
｀

「
一
抄
云
：
後
之
―
亦
将
―

斯
文
ハ
、
鉄

指

孚
所
劼
之
文

、

レ

二

レ

一

「
小
補
讀
蘭
蛎
劼
云
｀
永
和
諸
老
此
流
觴
｀
茂
蹟
如
神
傳
至
「
唐
｀
蘭

亦
不
香
春
煢
度
｀
茂
林
鎗
雨
寺
凄
凉
｀

【
書
き
下
し
】

「
斯
文

「
松
云
ふ
、
斯
の
記
を
指
す
。

「
一
抄
云
ふ
：
後
之
―
亦
将
―

斯
文
は
、
今

記
す
る
所
の
文
を
指
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す
べ
し
。

「
『
小
補
』「
蘭
亭
記
を
讀
む
」
に
云
ふ
「
永
和
に
諸
老

此
に
流
觴
し
、

筆
蹟

神
傳
の
如
き
は

唐
に
至
る
。
蘭
も
亦
た
春
に
幾
度
も
香
ら
ず

し
て
、
茂
林

風
雨
あ
り
て
寺

凄
凉
た
り
」
と
。

【
語
釈
・
補
足
】

○
『
小
補
』
―
横
川
景
三
『
小
補
東
遊
続
集
』
（
『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻

一
七
四
頁
）
に
あ
り
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
非
常
に
狭
い
範
囲
の
翻
刻
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ

か
ら
わ
か
る
こ
と
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

ま
ず
、
当
時
の
禅
僧
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
語
句
に
つ
い
て
丁
寧
に
注

釈
を
付
し
て
い
る
様
相
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
注
釈
の
内
容
が
重

な
る
部
分
や
、
「
別
紙
に
見
ゆ
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に

あ
る
抄
物
を
参
照
で
き
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
今
回
指
摘
し
た
出
典
を
見
れ
ば
、
当
時
の
禅
僧
が
語
句
に
応

じ
て
ど
ん
な
本
を
参
照
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
指
摘
し
た
出
典
は
あ
く
ま
で
も
私
見
に
よ
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
正
確
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
断
っ
て
お
き

た
い
。

そ
し
て
、
今
回
の
範
囲
に
は
、
虎
関
師
錬
の
百
回
忌
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
横
川
景
三
の
漢
詩
の
引
用
が
見
え
た
。
こ
の
よ
う
に
特
徴
的
な
注
釈

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
物
に
よ
っ
て
ど
ん
な
注
釈
を
つ
け
て
い
る
か
比

較
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
今
回
の
翻
刻
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
市
立
米
沢
図
書
館

と
、
『
古
文
句
解
』
（
写
真
帖
）
の
資
料
閲
覧
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
前

田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

【
参
考
文
献
】

※
五
十
音
順
で
挙
げ
た
。

※
で
き
る
限
り
、
当
初
禅
僧
が
参
照
で
き
た
可
能
性
が
高
い
資
料
に
近

い
も
の
を
確
認
す
る
よ
う
に
努
め
た
。

・『
漢
書
（
國
寶

宋
慶
元
本
）』
平
中
博
士
追
悼
出
版
委
員
会

編
集
（
一
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九
七
七
年
、
朋
友
書
店
）

・
『
麒
麟
抄
増
補
』（
『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
一
輯
下

雑
部
（
一
九
五
七

～
一
九
七
二
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
））

・
『
錦
繍
萬
花
谷
』
北
京
圖
書
館
古
籍
出
版
編
輯
組
編
『
北
京
圖
書
館
古

籍
珎
本
叢
刊
』
七
十
三
（
一
九
八
八
～
、
書
目
文
獻
出
版
社
）

・
『（
宋
本
）
藝
文
類
聚
』（
唐
）
欧
陽
詢

撰
（
二
〇
一
三
年
、
上
海
古
籍

出
版
社
）

・
『
廣
韻
』
（
宋
）
陳
彭
年
（
南
山
書
院
、
（
元
）
至
正
二
十
六
年
、
請

求
番
号
：
別

050-0001

）
〈
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に

て
確
認
〉

・『
五
山
文
学
集

江
戸
漢
詩
集
』
山
岸
徳
平

校
注
（『
日
本
古
典
文
学
大

系
』
八
十
九
（
一
九
六
六
年
、
岩
波
書
店
））

・
『
五
燈
会
元
』
（
宋
）
普
済

選
（
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
編
纂
出
版
委

員
會
編
『
日
本
五
山
版
漢
籍
善
本
集
刊
』
十
一
（
二
〇
一
二
年
、
西
南

師
範
大
學
出
版
社
・
人
民
出
版
社
）
）

・
『（
附
音
傍
訓
）
古
文
句
解
』（
元
）
張
肇

乙
集
（
元
版
、
尊
経
閣
文
庫

所
蔵
）

※
『
尊
経
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
集
部

総
集
類
一
（
六
六

七
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・『
史
記
』(

漢)

司
馬
遷
撰
、(

宋)

裴
駰
集
解
、(

唐)

司
馬
貞
索
隱
、(

唐)

張
守
節
正
義
（
全
百
三
十
巻
）
第
三
十
二
冊
（
慶
長
十
一
年
頃
、
永
続
的

識
別
子
：info:ndljp/pid/2570018

）
〈
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
て
確
認
〉

・
『（
王
状
元
）
集
諸
家
注
分
類
東
坡
先
生
詩
』（
宋
）
蘇
軾
（
元
）
王
十
朋

集
注
（
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
編
纂
出
版
委
員
會
編
『
日
本
五
山
版
漢

籍
善
本
集
刊
』
三
（
二
〇
一
二
年
、
西
南
師
範
大
學
出
版
社
・
人
民
出

版
社
）
）

・
『
周
易
』(

魏)

王
弼

(

晋)

韓
康
伯

註

（
慶
長
十
年
跋
、
和
刊

木
活
字
本
、
請
求
番
号
：1-62/

シ/2

貴
、
書

誌

U
R

L

：http://m
.kulib.kyoto-u.ac.jp/w

ebopac/R
B

00008703

）
〈
京

都
大
学
電
子
図
書
館
貴
重
署
資
料
画
像
に
て
確
認
〉

・
『
小
補
東
遊
続
集
』
横
川
景
三
（
玉
村
竹
二

編
『
五
山
文
學
新
集
』
第

一
巻
（
一
九
六
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
））

・『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
道
元
述
・
懐
奘
編
（
安
良
岡
康
作
校
注
・
訳
『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
四
十
四
（
一
九
九
五
年
、
小
学
館
））

・『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』（
宋
）
祝
穆

編
（
一
六
六
六
年
、
京
都

八
尾

勘
兵
衛
友
久
）<

早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
ジ
タ
ル
画

像
に
て
確
認>

・
『
禅
語
辞
典
』
入
矢
義
高

監
修
、
古
賀
英
彦

編
著
（
一
九
九
一
年
、

http://m.kulib.kyoto-u.ac.jp/webopac/RB00008703
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思
文
閣
出
版
）

・『
荘
子
鬳
斎
口
義
』（
宋
）
林
希
逸

撰
（
室
町
時
代
、
和
刊

覆
朝
鮮
刊
本
、

書
誌U

R
L

：http://m
.kulib.kyoto-u.ac.jp/w

ebopac/R
B

00008706

請
求
番
号
：1-67/

ソ/2

貴
）<

京
都
大
学
電
子
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
に

て
確
認>

・『
楚
辞
集
注
』（
宋
）
朱
熹

撰
（
一
九
五
三
年
、
人
民
文
学
出
版
社
）

・『
續
翠
稿
』
江
西
龍
派
（
玉
村
竹
二

編
『
五
山
文
學
新
集
』
別
巻
一
（
一

九
七
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
））

・
『
大
川
和
尚
語
録
』
（
宋
）
大
川
普
済

選
（
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
編

纂
出
版
委
員
會
編
『
日
本
五
山
版
漢
籍
善
本
集
刊
』
十
（
二
〇
一
二
年
、

西
南
師
範
大
學
出
版
社
・
人
民
出
版
社
）
）

・『
太
平
御
覧
』（
宋
）
李
昉

等
編
（
一
九
六
〇
年
、
中
華
書
局
）

・『（
重
校
正
）
唐
文
粹
』（
宋
）
姚
鉉
纂
（
十
六
冊
目
、
嘉
靖
六
序
刊
、
永

続
的
識
別
子
：info:ndljp/pid/2559835

）
〈
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
確
認
〉

・『
方
輿
勝
覧
』（
宋
）
祝
穆

撰
（
施
和
金

點
校
『
中
國
古
代
地
理
總
志

叢
刊

方
輿
勝
覧
』
上
（
二
〇
〇
三
年
、
中
華
書
局
））

・『
北
礀
文
集
』（
宋
）
居
簡

撰
（
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
編
纂
出
版
委
員

會
編
『
日
本
五
山
版
漢
籍
善
本
集
刊
』
五
（
二
〇
一
二
年
、
西
南
師
範

大
學
出
版
社
・
人
民
出
版
社
）
）

・『（
増
補

六
臣
注
）
文
選
』（
一
九
七
四
年
、
華
正
書
局
）

・
『
雍
州
府
志
』
黒
川
道
祐

著
（
国
書
刊
行
会

編
輯
『
続
々
群
書
類

従
』
第
八

地
理
部
（
一
九
〇
六
～
一
九
〇
九
年
、
国
書
刊
行
会
）
）

・
『
礼
記
集
説
』
（
元
）
陳
澔
（
（
元
）
天
暦
一
年
、
請
求
番
号
：
別

046-0008

）
〈
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
確
認
〉

・『
論
語
集
註
』（
宋
）
朱
熹
（『
四
書
集
註
』（（
元
）
延
祐
年
間
、
刊
本
、

請
求
番
号
：
別

063-0002

）
）〈
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

に
て
確
認
〉

・
『
和
漢
朗
詠
集
』
藤
原
公
任

撰
（
菅
野
禮
行

校
注
・
訳
『
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
』
十
九
（
一
九
九
九
年
、
小
学
館
））

http://m.kulib.kyoto-u.ac.jp/webopac/RB00008706

